
威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

愛せるまち　誇れるまち　ふるさと新発田の創造

9/15
No.1189

2006

CONTENTS〈目次〉
 特集 市立保育園の民営化  2・3

 ふるさとしばた 「食」と「職」のおまつり  4・5

 蕗谷虹児物語・平成17年度行政評価の概要 6～9

 広島平和記念式典市内中学生派遣ほか 10～13

 城下町新発田ふるさとまつり写真特集 14・15

 情報ターミナル・健康ひろば・市民カレンダーほか 16～28

西新発田駅

新発田駅

加治駅

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

国道7号

国
道
7
号

国
道
29
0号

国道460号 国道290号

国道7号

上荒沢

熊出

菅谷

菅谷小学校

小出

中川

蔵光

〆切

七葉小学校

七葉中学校

幹線道路

バス路線

　河　　川

凡　　例

文

文

文

地元のNPO法人「七葉」の皆さんが、運行業務を受託

コミュニティバス発車します！発車します！

路線バス運行終了

についてのお知らせ

　コミュニティバスの運行に伴

い、新潟交通北株式会社へ委託

していた菅谷・加治方面のバス

運行（新発田営業所～上荒沢～

小出口の区間）は、9月30日を

もって終了します。

　なお、コミュニティバスは、

新発田駅から新潟交通新発田営

業所間は運行しませんのでご注

意ください。

コミュニティバス路線図

　市では、菅谷・加治地区の皆さんと協議しながら、小・中学

校のスクールバスと路線バスの再編を検討してきました。この

たび、関係機関との協議が整ったので、10月1日から、地域が

支えるコミュニティバスとして運行を開始します。

　運行業務は、地域で立ち上げたNPO法人「七葉」に委託し、地

域の皆さんのアイデアを生かしたバス運行を試みます。

　なお、定期券や回数券は、菅谷コミュニティセンターまたは、

公共交通対策課（市庁舎5階）で販売します。また、時刻表な

ども同所で配布します。

問い合わせ先　公共交通対策課（緯内線1591）

運　賃
○菅谷・加治地区区域内…1人1乗車100円（小・中学生50

円、未就学児無料）

○菅谷・加治地区を越え、市街地への乗り入れ… 100円加算

（小・中学生は50円加算）

新発田市コミュニティバス
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集
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 市
立
保
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未
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子
ど
も
た
ち
の
た
め

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
にに

市内の保育園・幼稚園などの現況
保育園25園（私立5園、市立20園）

幼稚園8園（私立4園、市立4園）

知的障害児通園施設1園

へき地保育所3か所

37施設施設数

14施設（私立幼稚園を除く）
築30年以上

経過している施設

市街地の保育園9園（定員700人、入園児数781人）

周辺部の保育園16園（定員1450人、入園児数1272人）

保育園の定員・入園児数

（H18.9.1現在）

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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よ
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
新
発
田
市
保
育
園
等
整

備
計
画
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
環
境
の
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
で
前
計
画
が

終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度

18

22

ま
で
の
新
し
い
「
新
発
田
市
保
育
園
等
整
備
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
計
画
で
は
、
老

朽
保
育
園
の
整
備
や
幼
保
一
元
化
、
市
立
保
育
園

の
民
営
化
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
３
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
の
計
画
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

加治保育園の元気な園児たち
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民間の保育園が新設されます！
　現在、新発田駅前及び西新発田駅前に民間保育園の整備計画があります。

今後、この状況をみながら付近の市立保育園の廃園を検討します。

①キッズ陽だまり苑･･･平成19年4月、新発田駅前土地区画整理事業区域内に、社会福

祉法人いじみの福祉会の運営により開園する予定です。定員は90人。保育園と老人

福祉施設の複合施設で、建物は6階建てです。保育園は、1階に配置されます

②（仮称）西新発田駅前保育園･･･平成20年4月、西新発田駅土地区画整理事業区域内

に、学校法人新潟高度情報学園の運営により開園する予定です。定員は90人です

 5

特集  市立保育園の民営化

「幼保一元化総合施設」は、

このような施設になります

①4・5歳児は、幼稚園棟で幼・保

混合クラスによる合同保育を行

います

②0～3歳児は、保育棟で保育を

行います

③4・5歳児は、共同調理場で作ら

れた給食をいっしょに食べます

④健常児・障害児に関わらず、3施

設の園児が日常的に交流します

⑤西園保育園の定員が、これまで

より20人増えます

問い合わせ先

こども課こども係
緯内線1664

民間活力を使い、老朽施設を整備します！
　建築後30年以上を経過している施設は、民間活力を利用した改築を検討

します。

①住吉保育園･･･平成20年4月から民営化します。建物は、現在地で建て替えます

②三の丸保育園･･･現在の施設のまま、運営を民間に委託します

③清水谷保育園･･･平成19年4月開園予定の「キッズ陽だまり苑」（ポイント4参照）

の開園に合わせ廃園しますが、18年度の在園児に限り1年延長し保育を行います。な

お、平成19年度の新規入園募集は行いません

④南保育園･･･平成20年4月開園予定の（仮称）西新発田駅前保育園（ポイント4参

照）の開園に合わせ、平成20年3月に廃園する予定です

⑤佐々木保育園、たから保育園、鳥穴保育所･･･公設公営、公設民営、民設民営などい

ろいろな整備・運営手法を検討し、今後、統廃合を計画します

⑥新発田幼稚園･･･公設公営、公設民営、民設民営、幼保一元化などを検討し、今後、

改築を計画します

 5

前整備計画から引き継いだ事業を最優先します！
　新しい整備計画では、前整備計画（平成13年度～17年度の5か年

計画）で実施できなかった事業を、最優先で取り組みます。

①西園保育園・ひまわり学園移転整備事業（幼保一元化総合施設の開園）

　西園幼稚園と同一敷地内に西園保育園とひまわり学園を移転整備（合築）し、

幼保一元化のモデル園として、健常児と障害児が日常的に交流できる総合施設

を整備します。今年度に建設し、来年度に開園の予定です。なお、西園保育園と

西園幼稚園の定員はそれぞれ120人、ひまわり学園の定員は20人となります。

②加治・中倉地区統合保育園整備事業

　老朽化が著しく危険が心配される加治・上館保育園と中倉・蔵光へき地保育所

の4施設を統合し、新たな保育園を建設します。定員は160人の予定で、整備・

運営方法は公設公営、公設民営、民設民営などいろいろな手法を検討しています。

 5

新しい保育園等整備計画は
このような内容で進めます

新しい保育園整備の基本的な考え方は？
　多様な保育ニーズに対応するため、幼稚園と保育園との連携や一元化、民

間の経営感覚を取り入れた市立保育園の民営化などを、総合的に推進してい

きます。また、建築後30年以上経過している施設が14施設あり、老朽化が進んでいる

ことから、大規模な補修や改築を進めていきます。

　なお、施設の改築や統合を進めていく中で、市内の中心地では民間活力を利用した整

備を進め、周辺地では、これまでどおり市立での運営を中心とします。また、周辺地に

おいても、統合改築などの際には、民間活力の利用の可能性も検討していきます。 5統合整備予定の加治保育統合整備予定の加治保育園園



9/30（土）・10/1（日）の午前

11時～、1食150円、無くなり

しだい終了

JA北越後

「新発田の 鍋 」の販売
なべ

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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　市では、まちづくりの重点課題の1つとして「食

と農の資源循環型社会づくり」に取り組んでおり、

地消地産の推進や、新発田ブランドの確立・販路

の拡大を目指しています。

　そこで、「食」をテーマに、地元の農産物や食品

が一堂に会するイベントと、「職」をテーマに、城

下町新発田400年の歴史と伝統の職人技を観覧・

体感できるイベントを開催します。

　題して「ふるさとしばた『食』と『職』のおま

つり」。ぜひ、ご来場ください。

●申し込み・問い合わせ先／観光振興課にぎわい

創造担当（☎内線1644）

豊かなる大地が産み出す

ふるさとの食材と味

Food

期間中毎日、午前11時～、1食

200円、無くなりしだい終了

新発田商工会議所青年部

全国雑煮合戦事前PR試食会

期間中毎日

新発田食品工業団地協同組合

物産などの販売

期間中毎日

お菓子の販売

期間中毎日、1000円（3歳以下

は無料、4歳～小学生はおみや

げ付）

　①10:00～10:40

　②11:00～11:40

　③13:00～13:40

　④14:00～14:40

　⑤15:00～15:40

※各日とも、当日の9:30から、

あおり館入口横で、入場券を販

売します。

新発田菓子業組合

菓子バイキング
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展示：茅葺道具、写真

 茅  葺 職人
かや ぶき

斉藤正雄さん

展示：桶・ 樽 
たる

 桶 職人
おけ

金子桶店

展示：民芸家具・飾棚・ 衝  立 
つい たて

家具職人

五味屋

展示：提灯

 提  灯 職人
ちょう ちん

佐藤提灯店

実演：刀研ぎ

刀剣研師

高田美術刀剣商店

展示：ミニ仏壇、祝びつ、 香  合 
こう ごう

塗師

仏壇みやはら宮原 漆 工芸
うるし

展示・販売：ガラス小物・食器

ガラス職人

手造りガラス工房びいどろ

展示：印鑑

 判  子 職人
はん こ

三田村印房

展示：金魚提灯

金魚 提  灯 
ちょう ちん

太田政太郎さん

展示：桜盆栽、写真

桜盆栽

加治川桜盆栽会

展示・販売：食器類

陶芸師

 林  平  窯 
りん ぺい がま

※「手描染め」は、9月27日（金）までに観光振興課へ電話で申し込んでください。

　「『食』と『職』のおまつり」開催期間中、同会場

で、11月1日に開院する県立新発田病院の壁面に

飾られる染物をデザインした鈴木直之さんや、モ

ニュメントを製作した吉原悠博などの、世界的に

も有名な新発田市出身のアーティストを、その作

品とともに写真パネルで紹介します。

新発田市出身のアーティスト紹介同時
開催

　地域住民とともにアート作品を街角に展示するなど、アートをまちおこし

に活用しようとする試みを続けている新潟大学の皆さんの実践発表会です。

●とき／9月30日（土）午後1時30分～

●ところ／まちの駅ギャラリー

●発表者／新潟大学教育人間科学部助教授の丹治 嘉彦さん

●料金／無料

【関連イベント】 「人と人がアートでつながる！」実践発表会

実演：ミニ畳づくり

展示：円形畳

販売：ミニ畳、各種小畳

畳職人

新発田畳商工組合

展示：手焼型・ 車  麩 
くるま ぶ

販売：麩など（あおり館2階「食」

部門の物産コーナーで販売）

 麩 職人
ふ

（有）宮村製麩所

実演：手描・ローケツ染

展示： 衝  立 
つい たて

販売：藍染小物

染物師

泉屋染物店

実演： 掛  軸 の仕上げ
かけ じく

展示：掛軸・ 屏  風 
びょう ぶ

表具師

 師  尾 表具店
もろ お

実演：土鈴制作･着色

展示・販売：土鈴

 土  鈴 職人
ど れい

工房 寿  々  蔵 
す ず くら

実演：鬼 瓦 づくり
かわら

展示：鬼瓦

板金職人

（有）上杉ブリキ店

映像上映：「ある家族の肖像」、

「加治川の桜」ほか2本

写真師

吉原写真館

展示： 簾  戸 ・建具
す ど

販売：まな板

建具職人

高橋建具製作所

展示：瓢箪細工

 瓢  箪 
ひょう たん

 愛  瓢  会 
あい ひょう かい



　新発田出身で童謡「花嫁人形」の作詞で知られる蕗谷虹児は、

挿絵画家としてデビューして以来、大正から昭和にかけて独自

の世界を描き続けました。竹久夢二との出会いをきっかけに女

性を対象とした挿絵を描くようになった虹児は、パリに渡り最

新のファッション情報を描き続けます。虹児の描くアール・デコ

風の作品は、当時の若者を中心に一世を 風  靡 しました。
ふう び

　今年で5回目となる「蕗谷虹児物語」では、虹児の魅力ととも

に新発田のまちを堪能してもらえるさまざまなイベントを開催

します。また、「城下町新発田」を楽しみながら歩くことを目的

とした「しばた・ぶらり 感  幸 （観光）まち歩き」も同時に開催さ
かん こう

れます。

～街がロマン色に染まる～

蕗蕗蕗蕗蕗蕗蕗蕗蕗蕗蕗谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹虹児児児児児児児児児児児物物物物物物物物物物物語語語語語語語語語語語
　10月 1日○日 ～ 10月 9日○祝 

蕗谷虹児のふるさとめぐり
　城下町の歴史が薫る新発田の観光名所を巡りながら、虹児の

生まれた「まち」を感じてみませんか。

《お休み処》　期間中毎日、午前9時30分～午後4時

①市島邸（市島酒造）

②まちの駅（中央町3）

③寺町たまり駅（諏訪町2）

④中央町たまり駅（中央町3）

⑤諏訪町たまり駅（諏訪町2）

⑥カリオン文化館（月岡カリオンパーク内）

⑦紫雲の郷（紫雲寺地区藤塚浜）

※期間中の土・日曜日、祝日には、先着20人に無料でお菓子をふ

るまいます。

※①の市島邸は、入場料500円（お茶とお菓子付き）が必要です。

※⑥のカリオン文化館は、10月4日○水 は休館です。
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平成18年9月15日発行（6） 

無料シャトルバスの運行
　期間中、無料シャトルバスを運行します。

★市内循環バス

●とき／10月1日○日 ・8日○日 ・9日○祝 の午前9時30分～午後4時

●停車場所／新発田駅、市島酒造、寺町たまり駅、地域交流セン

ターあおり館、まちの駅、新発田城址公園駐車場、月岡カリオン

パーク、月岡温泉新湯広場、月岡温泉月姫広場、道の駅加治川

★市街地～紫雲の郷（1日往復2便）

●とき／10月1日○日 ・3日○火 ・5日○木 ・7日○土 ～9日○祝 

●停車場所／生涯学習センター、いきいき館、まちの駅、寺町た

まり駅、東公園前、市保健センター、紫雲の郷

●出発時間／

生涯学習センター…午前9時20分、午後2時

40分発

　紫雲の郷…午前9時、午後2時20分発
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駐車場をご利用の方へ

　イベント期間中は、新発田城址公園・寺町た

まり駅の駐車場をご利用ください。また、土・

日曜日、祝日は市庁舎第1～3駐車場及び図

書館裏駐車場も利用できます。

三階櫓

紫雲の郷

カリオン文化館

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ

人力車の運行
　人力車に乗って、寺町の風情あるまちなみを眺めませんか。

●とき／10月1日○日 ・8日○日 ・9日○祝 の

午前9時30分～午後3時30分

●受付場所／市島邸（市島酒蔵）、寺町たま

り駅

●料金／1回200円
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レンタサイクル
●とき／期間中毎日、午前9時～午後6時

●貸出・返却先／地域交流センターきやり館

●料金／300円（4時間以内）

●その他／延長1時間ごとに追加料金100円
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寺町たまり寺町たまり駅駅

問い合わせ先
観光振興課にぎわい創造担当

緯内線1644



体験観光
　蕗谷虹児物語の思い出として、いろいろなものにチャレンジ

してみませんか。月岡温泉地区開催のものは、事前予約が必要

です。それ以外のものは、当日各会場で直接申し込んでくださ

い。定員になりしだい締め切ります。

★市街地（まちの駅＆寺町たまり駅）★

ぬり絵体験教室

●とき／10月7日○土 ～9日○祝 の午後1時30分～3時

●ところ／まちの駅1階

●内容／蕗谷虹児の塗り絵画集を使った、大人も楽しめる塗

り絵教室です

●料金／1000円（講習料、蕗谷虹児塗り絵画集代含む）

●定員／各日とも20人

吹奏楽演奏

●とき／10月9日○祝 午後3時～

●ところ／寺町たまり駅

●内容／「新発田城スマイリーブラス」による吹奏楽の演奏

●料金／無料

蕗谷虹児絵本のよみきかせ

●とき／10月7日○土 午後1時30分～、午後2時30分～

●ところ／寺町たまり駅

●料金／無料

★紫雲寺地区（紫雲の郷）★

絵手紙体験教室

●とき／10月7日○土 の午前10時～正午

●ところ／紫雲の郷（紫雲寺地区藤塚浜）

●料金／500円（講習料、材料費含む）

●定員／12人　

★月岡温泉地区（月岡カリオンパーク）★

ガラス小物（ヴィトレイル・ペイント）づくり体験

●とき／10月1日○日 ・8日○日 の午前10時～正午、午後2時～

3時30分

●ところ／手づくりガラス工房びいどろ（月岡カリオンパーク

内）

●料金／1000円（講習料、材料費含む）

●定員／各回とも10人

●申し込み先／手づくりガラス工房びいどろ（緯32-2707）
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（7） 平成18年9月15日発行

詩で奏でる音楽会
　ギター、バンブーサックス、パーカッションの演奏とともに、

虹児の詩などを朗読します。申し込みは不要で、料金は無料で

す。直接会場へお越しください。

●とき／10月9日○祝 の午後1時30分～2時30分、午後3時

30分～4時30分

●ところ／蕗谷虹児記念館

●定員／各回50人程度

★

★

★

★

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

ぶらり感幸（観光）まちめぐり
　「蕗谷虹児物語」開催期間中、市観光ガイドボランティア協会

の皆さんが、寺町周辺や新発田城を案内します。費用はいっさい

かかりません。お気軽にどうぞ。

●受付場所／寺町たまり駅、新発田城表門

●その他／ボランティアガイドの待機状況により、お待ちいた

だくことがありますので、あらかじめご了承ください。また、

希望時間がある場合は、事前に観光振興課観光振興係（緯内線

1622）へ予約をお願いします
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蕗谷虹児作品解説会（入場無料）
　「蕗谷虹児・線描の魅力」と題して、

作品を見ながら虹児の魅力について、

県立万代島美術館主任学芸員の小西さ

んから解説してもらいます。申し込み

は不要ですので、直接会場へお越しく

ださい。

●とき／10月8日○日 の午前10時30分

～、午後2時30分～

●ところ／蕗谷虹児記念館

●定員／各回20人程度
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スタンプラリーに参加しよう！

特製カレンダープレゼント
　イベント期間中、市内の15か所に設置したスタンプのうち、

10か所以上を集めた方に、蕗谷虹児物語特製カレンダーをプレ

ゼントします。

　カレンダーの引換所は、お休み処の1つになっている「まちの

駅」です。午前8時30分から午後5時までに引き換えてくださ

い。なくなりしだい終了します。また、すべてのスタンプを集

めた方の中から抽選で100人に、特別賞品として絵本セットや塗

り絵などのオリジナルグッズが当たります。

※スタンプの台紙は、各お休み

処（市島邸、まちの駅、各たま

り駅、カリオン文化館、紫雲の

郷）、新発田城、観光案内所（新

発田駅構内）、地域交流センター

などにあります。
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全国「花嫁人形」合唱コンクール

「花嫁人形」合唱フェスティバル
　蕗谷虹児が作詩した唱歌「花嫁人形」を課題曲とした全国「花

嫁人形」合唱コンクールには、毎年、全国から多くの合唱団が参

加しています。女声・男声・混声と多彩な「花嫁人形」を、ぜひ

ご堪能ください。

●とき／10月8日○日 午前10時～午後4時30分

　「花嫁人形」合唱フェスティバル開演：午前10時15分

　全国「花嫁人形」合唱コン

クール開演：午前11時

●ところ／市民文化会館大

ホール

●料金／無料

●問い合わせ先／市民文化

会館（緯26-1576）
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市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930

その他
蕗谷虹児オリジナルバッグプレゼント

　「蕗谷虹児物語」の期間中に、市内の参加協力各店で買い物を

した方に「オリジナルバッグ」をプレゼントします。数に限りが

ありますので、お早めにどうぞ。

蕗谷虹児記念館を無料開放します

　「蕗谷虹児物語」の開催に合わせ、10月8日○日 ・9日○祝 の2日

間、蕗谷虹児記念館を無料開放します。ぜひお越しください。
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★

★

★
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市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
「
新
発

13

田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」（
以
下

「
総
合
計
画
」）
の
政
策
体
系
に
基
づ

き
、
市
の
仕
事
の
目
的
や
内
容
を
点

検
す
る
「
行
政
評
価
」
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
行
政
評
価
結
果
を
反
映

し
た
予
算
編
成
に
取
り
組
む
な
ど
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
　
年
度
の
行
政
評

17

価
結
果
の
概
要
を
、
施
策
・
基
本
事
業

評
価
を
中
心
に
、「
新
発
田
市
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
 前
期
基
本
計
画
」（
以

下
「
前
期
基
本
計
画
」）
の
達
成
度
と

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 　
市
で
は
、「
総
合
計
画
」
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
進
行
状
況
を
確
認
す

る
手
段
と
し
て
も
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　「
総
合
計
画
」
は
、「
基
本
目
標
」

か
ら
「
事
務
事
業
」
ま
で
、
段
階
的

に
分
類
さ
れ
、
体
系
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
図
①
参
照
）。
こ
の
う
ち
、「
施

策
」
と
「
基
本
事
業
」
の
段
階
に
お

い
て
、
年
度
ご
と
の
目
標
数
値
を
定

め
、
そ
の
達
成
度
を
測
る
こ
と
に
よ

り
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、「
総
合
計
画
」
の

17

最
初
の
５
か
年
の
計
画
を
定
め
た

「
前
期
基
本
計
画
」
の
最
終
年
度
に
当

た
る
た
め
、
平
成
　
年
度
の
達
成
度

17

は
「
前
期
基
本
計
画
」
の
〝
ま
ち
づ

く
り
達
成
度
〟
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。

 　
例
え
ば
、「
総
合
計
画
」
の
基
本
目

標
の
１
つ
「
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り

支
え
る
 安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
下
に
は
、
４
つ
の
政
策
が
位
置
づ

け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
そ
れ

ぞ
れ
２
～
３
の
施
策
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
図
②
参
照
）。

　
そ
の
う
ち
、「
効
率
的
な
道
路
・
交

通
網
・
地
域
情
報
基
盤
の
整
備
」
と

い
う
施
策
で
は
、
大
小
各
種
の
道
路

や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
策
を
例
に
取
る
と
、
そ
の

達
成
度
を
測
る
成
果
指
標
と
し
て
、

「
①
交
通
の
利
便
性
が
高
い
と
感
じ

て
い
る
市
民
の
割
合
」、「
②
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
る
公

共
施
設
の
数
」、「
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
で
き
る
世
帯
数
比
率
」
の
３

つ
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
成
果
指
標
そ
れ
ぞ
れ

に
、「
前
期
基
本
計
画
」
５
か
年
の
、

各
年
度
の
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
度
、
現
状
値
を
測
定
し
、

目
標
値
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
達
成

度
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
度
の
現
状
値
は
、
市
民
ア
ン

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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【図①】「総合計画」の政策体系の概念図

【図②】施策「効率的な道路・交通網・地域情報基盤の整備」の位置づけ



て
い
る
公
共
施
設
の
数
」
が
　
・
１

85

％
、「
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き

る
世
帯
数
比
率
」
が
　
・
８
％
と
な

62

り
ま
す
（
表
①
参
照
）。

　
ま
た
、
施
策
全
体
の
評
価
と
し
て
、

３
つ
の
達
成
度
の
平
均
を
取
る
と
、

　
・
０
％
と
な
り
、
お
お
む
ね
良
好
で

74あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

 　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
５
つ
の
基
本

目
標
ご
と
に
、
そ
こ
に
属
す
る
施
策
、

基
本
事
業
の
達
成
度
を
評
価
し
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
、
１
つ
の
施
策
、

基
本
事
業
に
は
、
複
数
の
成
果
指
標

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
度

は
「
各
成
果
指
標
の
平
成
　
年
度
目

17

標
値
に
対
す
る
達
成
度
の
単
純
平

均
」
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
と
し
て
は
、
５
つ
の
基
本
目

標
と
も
、
お
お
む
ね
良
好
で
あ
っ
た

と
評
価
さ
れ
ま
す
（
左
図
③
参
照
）。

　
ま
た
、
総
合
計
画
全
体
の
平
均
達

成
度
は
、
施
策
が
　
・
８
％
、
基
本

78

事
業
が
　
・
８
％
で
し
た
。
す
な
わ

82

ち
、「
前
期
基
本
計
画
」
の
５
か
年
間

に
お
け
る
〝
ま
ち
づ
く
り
達
成
度
〟

は
、
お
お
む
ね
良
好
で
あ
っ
た
と
評

価
で
き
ま
す
（
左
図
③
参
照
）。

ケ
ー
ト
や
業
務
上
取
得
す
る
統
計
資

料
な
ど
に
よ
っ
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
施
策
の
平
成
　
年
17

度
の
達
成
度
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

達
成
度
は
、「
平
成
　
年
度
の
現
状
値

17

÷
平
成
　
年
度
の
目
標
値
×
１
０

17

０
」
で
計
算
し
ま
す
。

　
こ
の
例
の
成
果
指
標
の
達
成
度
は
、

「
①
交
通
の
利
便
性
が
高
い
と
感
じ

て
い
る
市
民
の
割
合
」
が
　
・
０
％
、

74

「
②
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し

 　
以
上
の
よ
う
に
、
平
成
　
年
度
の

17

評
価
の
概
要
と
、
同
時
に
「
前
期
基
本

計
画
」
５
か
年
の
〝
ま
ち
づ
く
り
達

成
度
〟
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
新
た
な
５
か

18

年
の
計
画
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
 中
期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
成
果
を

明
確
に
示
す
た
め
、「
前
期
基
本
計

画
」
と
同
様
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
各
施
策
に
目
的
と
目
標

値
を
定
め
、
毎
年
度
、
達
成
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
計
画
を
推
進
し
ま
す
。
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【ご意見をお寄せください】

　行政評価結果は、市ホームページや行政改革課（市庁舎

5階）でご覧いただけます。

　「行政評価」や「事務事業目的評価表」へのご意見をお待

ちしています。電話、Eメールなどでお気軽にお寄せくださ

い。

●問い合わせ先／行政改革課行政評価係 （ ☎内線1572・

1573、Eメールgyosei@city.shibata.niigata.jp）

平成17年度
H16

年度

H15

年度

H14

年度

H13

年度
成 果 指 標

達成度現状値目標値目標値目標値目標値目標値

74.0%33.3%45.0%42.0%40.0%35.0%30.4%
①交通の利便性が高いと
感じている市民の割合

85.1%5767531088
②情報ネットワークに接続
している公共施設の数

62.8%31.4%50.0%33.5%28.1%28.1%28.1%
③ネットワークを利用で
きる世帯数比率

【表①】施策「効率的な道路・交通網・地域情報基盤の整備」の3つの成果指標

【図③】5つの基本目標ごとの評価結果と「総合計画」全体の評価

市民の暮らしを守り支える
安心・安全のまちづくり

【施　　策】平均達成度79.1%

【基本事業】平均達成度78.7%
　施策・基本事業ともに、達成状況はお

おむね良好であったといえます。

　平均達成度が最も高かった施策は、

河川や公園整備を図る「自然とふれあ

い親しむ空間の創造」と、上下水道の整

備や、バリアフリー化などを推進する

「良好で多様な居住環境の創造」です。

【施　　策】平均達成度82.4%

【基本事業】平均達成度86.1%
　施策・基本事業ともに、達成状況はお

おむね良好であったといえます。

　平均達成度が最も高かった施策は、

高齢者の介護予防や活動の支援、障害

者福祉、生活困窮者の自立支援などを

推進する「誰もが生きがいを実感でき

る社会の構築」です。

子どもから高齢者まで誰もが
いきいきと輝くまちづくり

【施　　策】平均達成度71.9%

【基本事業】平均達成度82.1%
　食品産業の集積・拡張などを図る「食

品産業立地の優位性の創造」などの達

成度の低い施策がありました。

　平均達成度が最も高かった施策は、

地域資源を活かした観光の振興や、都

市と農村の交流を図る「自然資源や農

業を活用した産業の振興」です。

豊かな市民生活を実現する
産業振興によるまちづくり

【施　　策】平均達成度84.8%

【基本事業】平均達成度85.2%
　施策・基本事業ともに、達成状況はお

おむね良好であったといえます。

　平均達成度が最も高かった施策は、

食農教育の推進や、教育施設の整備、

ALTによる国際理解教育、IT教育の推

進などを図る「魅力ある地域特性を活

かした教育環境の整備」です。

伝統文化の継承と豊かなこころ
を育む創造のまちづくり

【施　　策】平均達成度76.5%

【基本事業】平均達成度83.6%
　市民意見の市政への反映などを推進

する「市民との協働」などの達成度の

低い施策がありました。

　平均達成度が最も高かった施策は、

自主財源の確保や、決算主義の徹底な

どを図る「財政の健全性の確保（緊縮

財政への対応）」です。

行政の新しい波

【施　　策】
　平均達成度78.8%

【基本事業】
　平均達成度82.8%

　計画全体を通じても、

おおむね良好であった

と評価できます。

「前期基本計画」
全体の達成度
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鎮魂と祈りに包まれた8月6日「原爆の日」の広島鎮魂と祈りに包まれた8月6日「原爆の日」の広島市市

　61年前の原爆投下時刻と同じ午前8時15分、平和記念式典において

4万5千人が黙 祷 を行いました。そして、犠牲者の 冥 福を祈りつつ、子か
とう めい

ら孫へとつないでいく平和の重みをかみしめました。

　新発田市は、平成9年に「核兵器廃絶平和都市」を宣言しました。平

和の願いを踏まえ、今年度も悲惨な戦争体験を語り継ぎ、平和と人命の

尊さを学んでもらうことにより、地域はもとより、国際平和に寄与する

人材を育成するため、「広島平和記念式典」へ市内全中学校から各1人

を派遣しました。

　今年参加した10人の感想文を紹介します。

～争いのない未来へ 誓いや祈り～

市内の中学生が「広島平和記念式典」に参市内の中学生が「広島平和記念式典」に参加加

山本篤志さん（加治川中学校3年）
　僕は、広島で行われた平和記念式典に参

加してきました。そして、式典に参加した

ことによって僕の中で平和に対する考え方

が変わった気がします。

　式典の中で一番印象に残っているのは、

何百羽というハトが空高く飛んでいった光

景です。この光景は、何十年たっても忘れることは出来ないで

しょう。これからは、この式典で学んだことを自分なりに考え、

自分の言葉で伝えていきたいと思います。

江端菜津美さん（佐々木中学校3年）
　私は、広島平和記念式典派遣に参加して、

戦争の無残さを知りました。なぜ国が栄え

るために、罪なき人を殺すのでしょうか。

人はみんな死んだら終わりなのです。それ

なのに、人の幸せや未来を赤の他人が奪う

ことは許されません。

　私は、広島平和記念資料館で、たくさんの人々の生きた証を

見ました。この証と亡くなった人たちが残してくれたものは、

平和へのカギにつながると思います。平和への誓いにも書か

れていたとおり、戦争を失くすために今私たちができることは、

人を思いやることと助け合うことだと思います。小さな思い

やりが、大きな平和につながると思います。

斉藤由美さん（豊浦中学校3年）
　私は、自分の誕生日の次の日が61年前に

広島に原爆が落とされた日なので、小学生

の頃から「広島に行って、原爆が与えた悲し

みや苦しみ、そしてどんな被害を受けたの

かを、自分の目で確かめてみたい。」と思っ

ていました。今回、派遣に参加してとても

素晴らしい体験が出来たので、本当に良かったです。

　実際に原爆ドームを初めて見たとき、周りに人がたくさん居

るのに、そこだけぽつんと取り残されたような孤独を感じまし

た。そして、心がぎゅっと痛みました。

　特に印象的だったのは、平和記念式典や原爆資料館に他県の

人や外国の人も数多く訪れていたことや、お年寄りが孫に原爆

のことを語りながら一緒に資料館を回っていた光景です。その姿

から、61年前に起きた悲しい出来事を一人でも多くの人に知っ

てもらい、風化しないように受け継いでいくことが、平和な世

界を自分たちの手で築いていく一歩になるんだと思いました。
神田涼平さん（東中学校3年）　

　僕が平和記念式典に参加して一番印象に

残ったのは、平和への誓いと平和を願って

飛ばされた何百羽もの鳩です。美しく飛ぶ

鳩たちを見て、今は平和だと思いました。

平和への誓いの中で「当たり前に過ごしてい

る日常は平和なのです。」という言葉があり

ました。僕はその言葉を聞いて、これからもずっと平和でいて

ほしいと強く願いました。

　今回の式典に参加してとても良かったです。戦争や原爆の

恐ろしさ、人の命の尊さを知ることができました。今後、機会

があれば、多くの人にこのことを知ってもらう努力をしていき

たいと思います。そして、いつまでも平和であることを願い続

けていきたいと思います。

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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本保沙樹さん（本丸中学校2年）
　私が広島で一番印象に残ったことは、広

島の人たちの前向きさです。原爆を落とさ

れたという現実から逃げずに、そのことを

世界に広め、平和の礎を築こうとする、その

前向きさは本当にすごいことだと私は感じ

ました。広島に行ったことで私は、平和に

ついて考えさせられました。

　平和な国に生まれた子どもたちは、「戦争」を知らない。

　戦争ばかりの国に生まれた子どもたちは、「平和」を知らない。

　私はそんなことを考えました。そして、そのことは悲しいこ

とだと思いました。

　広島へ行ったことは、自分のこと、人のこと、日本のこと、

世界のこと、たくさんのことを見直すきっかけになりました。

広島に行くことでできたこのきっかけを大切に、自分のこれか

らに活かせれば良いと思います。

石田菜摘さん（紫雲寺中学校3年）
　私は広島に行き、さまざまな事を学びま

した。まず、私が最初に思ったことは、広島

の人々が他の県の人と比べて、とても優し

いということです。そして、平和記念式典

に多くの人が参加しているのを見て、こん

なにもたくさんの人が平和を祈っているの

だと実感しました。また、資料館などを見学して、今まで私が

見たり聞いたりしたのとは違い、とても恐ろしく、ひどい戦争

だったのだと思いました。

　今でも、世界中で戦争は起きています。そして、その戦争で

多くの人々が苦しんでいます。そんな人々を救うには、お互い

がお互いを認めることだと私は思います。こんな貴重な体験

をして、私はこれから周りの人にこのことを伝えていき、少し

でも多くの人に平和について関心を持ってもらえればいいと

思います。そして、少しでも早く平和と言える日が来てほしい

と思います。

前島昻弥さん（七葉中学校3年）
　僕は、平和記念式典に参加して、原爆の脅

威そして戦争の惨たらしさというものを改

めて強く感じました。61年前のあの日、

たった一発の原子爆弾によって人々の命、

そして夢や希望までも奪われたという事を

思うと、本当に言葉が出ませんでした。

　僕は、初めて原爆ドームをまのあたりにしました。以前、学

校の授業で「原爆」についてパネルを見ましたが、自分の目で

見る原爆ドームというものは、とても生々しく、戦争、そして

核兵器は絶対にあってはならないという思いを、さらに強くさ

せるものでした。

　しかし、現在、核兵器も戦争もなくならず、世界中で毎日罪

のない人がたくさん殺されています。このままでは、絶対に平

和になりません。戦争や原爆でたくさんの人が殺されたとい

う事を忘れず、相手を思いやって生きていく事が平和に 繋 がる
つな

のではと考えます。そして、自分も平和に貢献出来るよう、こ

の経験をみんなに伝えていきたいと思います。

中嶋　紬さん（第一中学校3年）

　広島は、平和な空気で溢れていました。

原爆死没者の冥福と恒久平和の実現を祈る

者が大勢いる、この時代ならではの事だと

思いました。

　原爆ドームから、様々な事が私には伝わ

りました。戦争は、悲惨な事になるという

当たり前の常識を確信しました。人間の心が破壊されるのは

 勿  論 の事でしょう。戦争を起こそうという人間の愚かな心を
もち ろん

破壊していく事が出来る世の中にするべきだと思いました。

　そして、晴々とした青い空に向かい一斉に飛び立った鳩の群

れは、平和記念式典にとても相応しいものだと思いました。平和

が舞い上がったかの様なあの光景は、忘れることができません。

　これからの社会を平和に築き上げていくために、学んだ事を

周囲の人に伝えていきたいと思います。

　命有る限り、平和を心掛けていきましょう。

池田紗佑里さん（川東中学校1年）
　私は、平和記念式典に参加して、子供代表

の「こどもは世界中の国々や人々との間の架

け橋となり、『平和』の扉を開くために一歩

一歩、歩み続けていくことを誓います」とい

う言葉が、特に心に残っています。

　また、資料館を見学して原爆の恐ろしさ

をさらに知ることができました。この恐ろしさを友達や家族

に伝えていきたいと考えました。そして平和への誓いの言葉

や原爆の恐ろしさを忘れずにいたいと思います。

田島真優さん（猿橋中学校3年）
　私は、8月6日に行われた広島の平和記念

式典に参加してきました。

　その式典には、多くの日本人、そして、多

くの外国人も参加していました。

　「人類の未来の安寧を祈って合掌致しま

す。」と、広島市長が平和宣言をしました。

　私が一番心に残っているのは、子供代表の平和の誓いです。

　「平和の扉を開くために一歩一歩、歩み続けていくことを誓

います。」と言っていました。一歩一歩確実に歩んでいくこと

で、必ず平和な世界を築けると思いました。

　平和な国をつくるために、今自分ができる事は、相手を思い

やり、理解する事です。

　たくさんの人が思いやりを持つ事が出来れば、平和の扉を開

く事が出来ると思います。



　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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参加店
魚松…住吉町2、緯0120-23-3792

高砂…中央町4、緯22-2291

魚喜久…中央町3、緯22-3039

はまや…西園町2、緯22-6852

金子屋別館…御幸町1、緯22-2353

さゞ波…中央町3、緯22-2607

志まや…御幸町1、緯22-2102

末廣…御幸町1、緯22-2323

多奈可や…稲荷岡、緯41-2013
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サ
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か
か
り
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す
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上
で
、
前
日
ま
で
に
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加
各
店
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予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
参
加
各
店

問い合わせ先

新発田食探訪

あやめ城下あやめ城下町町

おごっつおう祭おごっつおう祭りり

おごっつおう祭り特別イベント
　「日本の食のハーモニーは、地域の食と地

酒にあり」。「おごっつおう祭り」に参加の

各割烹、料理店9店が一品ずつ担当した全

10品（9品＋マグロのお刺身）の会席料理

に、地元の蔵元4社のおいしい地酒が加わ

ります。また、マグロの解体など企画も盛

りだくさんです。食と地酒のハーモニーを、

ぜひお楽しみください。

●とき／11月1日（水）。午後6時開場、

6時30分開宴

●ところ／地域交流センターあおり館

●料金／6000円（税込み）

●定員／100人（先着）。前売りチケット制

●チケット販売／10月2日（月）からまち

の駅と地域交流センターあおり館で販売

します

●問い合わせ先／地域交流センター（緯22-

1254）

新発田の観光、これからを考える市民ワークショップ開催
　新発田市には合併後、海や温泉、桜などをはじめとしたさまざまな

観光資源が増えました。市では、それらの新しい観光資源をどのよう

に活用していくかを示すものとして、これから「観光振興基本計画」

を策定します。この基本計画は、市民の皆さんからの意見やアイディ

アを反映させて作られます。

　右表の予定で開催する市民ワークショップは、皆さんから意見を寄

せていただく場です。ぜひご参加ください。

●対象／市内在住・在勤・在学の20歳以上の方。原則として、すべて

の日程に参加可能で、氏名公表が可能な方

●定員／30人。応募者多数の場合は、地域や所属団体などのバランス

を考慮し、市で選定します

●申し込み／ 市ホームページに掲載している所定の応募用紙に、必要

事項を記入のうえ、観光振興課へＥメール、郵送、持参のいずれかの

方法で提出してください

●締め切り／9月29日（金）

ワークショップ開催予定

内　容ところ時　間開催日

オリエンテー
ション、講演、
意見交換ほか

まちの駅
14：00～

16：00
10/14○土 1

市内主要観光施
設見学、グルー
プディスカッ
ション

現地
  8：30～

17：00
10/28○土 2

グループディス
カッション

まちの駅14：00～

16：00

11/11○土 3

11/25○土 4

グループ作業、
意見交換

12/16○土 5

意見発表会、講
評

地域交流セン
ター屋内広場

1/27○土 6

観光振興課にぎわい創造担当
まちの駅1階、緯内線1644

Ｅメールkanko@city.shibata.niigata.jp

〒957-8686 住所不要
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２
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○一般図書

『栄養成分の事典』

則岡孝子／監修

　五大栄養素のビタミン、ミネラル、たんぱく質、

糖質、脂質は、体に必要な栄養素です。知っておき

たい栄養素の機能や効果、効果的な組み合わせの調

理方法などを詳しく解説しています。また、病気予

防や美容ケアに関することも掲載しています。

　栄養素の力で、健康な体を手に入れましょう。

○児童図書

『ダンゴムシはだんご好き？』

谷本雄治／作

　ユウは、虫が大好きな小学

3年生の虫博士。

　ある日、姉のナホが「何か

いる！」とユウを呼びました。

そこにいたのは、小さなダン

ゴムシでした。ユウはダン

ゴムシに興味津々。さっそ

く観察を始め…。

　ユウくんのお話といっ

しょに、たくさんの実験も楽

しめる１冊です。

市立図書館　☎内線1651

http://lib.city.shibata.niigata.jp

（13） 平成18年9月15日発行 市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930

＜一般図書＞

歴史：『戊辰の内乱』（星 亮一）

伝記：『寅彦と冬彦』（池内 了）

社会科学：『はじめての担保物権』（尾崎哲夫）

ペット：『犬と話をつけるには』（多和田悟）

外国文学：『サイボーグとして生きる』（マイケル・

コロスト）

小説：『森のはずれで』（小野正嗣）

＜児童図書＞

地理：『読んで見て楽しむ日本地図帳』（学研／出版）

動物：『生き物の飼育』（日高敏隆）

音楽：『楽器の絵本クラリネット』（トーマス・ボル）

日本のお話：『ほんとうの南極犬物語』（綾野まさる）

外国のお話：『パディントン街へ行く』（マイケル・

ボンド）

絵本：『トマトさん』（田中清代）

＜ＣＤ＞

「クワイヤーボーイズ」（クワイヤーボーイズ）、「マ

イルス・イン・トーキョー」（マイルス・デイビス）、

「Def Tech」・「Catch The Wave」（デフテック）、「イエ

ス」（コルベッツ）、「うきうきあたらしい子どものう

た」（速水けんたろう ほか）

（全購入目録は、図書館2階カウンターにあります）

※休館日は裏表紙をご覧ください。

8月の購入目録から

新着からのおすすめ
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３
年
）

　
ワ
ー
プ
ロ
の
部
個
人
総
合
３
位

　
桜
井
大
樹
（
同
校
３
年
）

▼
全
国
高
校
Ｉ
Ｔ
・
簿
記
選
手
権
大

会
信
越
大
会

　
Ｉ
Ｔ
部
門
団
体
総
合
優
勝
、
新
人

戦
Ｉ
Ｔ
部
門
団
体
総
合
優
勝
、
簿

記
部
門
団
体
総
合
２
位
、
新
人
戦

簿
記
部
門
団
体
総
合
２
位

　
新
発
田
商
業
高
校

　
新
人
戦
Ｉ
Ｔ
部
門
個
人
総
合
優
勝

　
山
口
泰
喜
（
同
校
２
年
）

■
県
レ
ベ
ル

▼
県
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

豊
野
潤
也
（
御
免
町
小
学
校
６
年
）

▼
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団
体
１
位

　
新
発
田
商
業
高
校

　
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
１
位

　
音
田
亜
子
、太
田
真
由
美（
同
校
２
年
）

　
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル
ス
１
位

　
太
田
真
由
美
（
同
校
２
年
）

　
女
子
卓
球
シ
ン
グ
ル
ス
１
位

　
伊
藤
理
恵
（
同
校
３
年
）

▼
平
成
　
年
度
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
国
体

18

候
補
選
手
選
考
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
位

　
音
田
亜
子
（
新
発
田
商
業
高
校
２
年
）

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
位

　
音
田
亜
子
、太
田
真
由
美（
同
校
２
年
）

▼
県
高
校
陸
上
競
技
１
年
生
大
会

男
子
２
０
０
ｍ
１
位

　
榎
本
健
太
（
新
発
田
商
業
高
校
１
年
）

▼
県
実
務
競
技
大
会

珠
算
の
部
団
体
総
合
優
勝
、
ワ
ー

プ
ロ
の
部
団
体
総
合
優
勝

新
発
田
商
業
高
校

ワ
ー
プ
ロ
の
部
個
人
総
合
優
勝

　
羽
田
裕
紀
（
同
校
２
年
）

　
簿
記
の
部
個
人
総
合
優
勝

　
川
上
美
穂
（
同
校
３
年
）

▼
全
国
高
校
情
報
処
理
競
技
大
会
県

予
選

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
部
門
団
体
総
合
優
勝

新
発
田
商
業
高
校

個
人
総
合
優
勝

　
小
島
健
太
（
同
校
３
年
）

▼
新
潟
県
環
境
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ー
＆
ミ
ー
の
会

し
ば
た
あ
や
め
生
活
学
校
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９
月
　
日
～
　
日
は
 

21

30

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
、
秋
の
全

21

30

10

国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
秋
は
、
夕

暮
れ
の
早
ま
り
と
行
楽
期
が
重
な
り
、
交
通
事
故

の
多
発
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
、
市
で
は
６
人
の
方
が
交
通
事

故
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事

故
が
こ
れ
以
上
発
生
し
な
い
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
、「
夕
暮

れ
ど
き
」、「
歩
行
中
」、「
自
宅
近
く
」
が
あ
り

ま
す
。
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
だ
か
ら
と
油

断
せ
ず
、
常
に
安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

▽
高
齢
者
の
運
転
す
る
自
動
車
の
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
、
運
動
能
力
や
反

射
神
経
は
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。
自
分

の
運
動
能
力
を
自
覚
し
、
安
全
確
認
と
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

▽
運
転
者
は
、高
齢
者
を
見
た
ら
減
速
す
る
な
ど

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

②
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

　
中
の
交
通
事
故
防
止

▽
夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
は
、
自
動
車
か
ら
歩
行
者

や
自
転
車
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

心
が
け
、
昼
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

▽
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

夜
間
外
出
す
る
際
、
明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射

材
を
身
に
付
け
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必

ず
一
度
止
ま
っ
て
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

 
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

　
分
無
料
化
実
験
実
施
中

30
　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
（
違
法
駐
車
対
策
）

に
伴
い
、
中
心
市
街
地
商
店
街
で
は
、
渋
滞
緩
和

な
ど
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
商

店
街
の
買
い
物
客
な
ど
へ
の
影
響
や
、
今
後
の
商

店
街
対
策
へ
の
活
用
の
た
め
、
試
験
的
に
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
入
庫
後
　
分
間
に
限
り

30

無
料
と
し
て
い
ま
す
。

●
期
間
／
平
成
　
年
１
月
　
日
○水 
ま
で

19

31

●
時
間
／
午
前
　
時
～
午
後
５
時
の
間
の
入
庫

10

後
　
分
間
の
み

30

●
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課
商
工
労
働
係

（
緯
内
線
１
６
０
２
）

　「口コミ情報」の原稿提出は発行日の1か月前、有料

広告の申し込みは45日前が締め切りです。早めに申し

込んでください。

●申し込み・問い合わせ先／秘書・広報課広報広聴係

（市庁舎5階、☎内線1550～1552）

　
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
大
切

な
命
綱
で
す
。「
乗
っ
た
な
ら
 前
も
後
ろ
も
す

ぐ
ベ
ル
ト
」
を
合
い
言
葉
に
、
運
転
者
は
も
ち

ろ
ん
後
部
座
席
も
含
め
、
全
座
席
で
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

▽
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
同
乗
さ
せ
る
と
き
に

は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。「
お
ん
ぶ
」
や
「
だ
っ
こ
」

で
は
、
万
が
一
の
と
き
、
子
ど
も
を
支
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
乗
せ
る
場
合

は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
安
全
課
交
通
安
全
係

（
☎
内
線
１
３
３
４
・
１
３
３
５
）

　
平
成
　
年
度
市
総
合
防
災
訓
練

18

　
市
で
は
、
防
災
機
関
や
関
係
団
体
と
の
協
力
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
自
主
防
災
意
識

を
高
め
、
住
民
同
士
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓

練
で
は
、
中
越
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
地
震

を
想
定
し
た
訓
練
と
し
て
、
災
害
対
策
本
部
の
設

置
や
図
上
訓
練
を
取
り
入
れ
た
情
報
伝
達
、
出
動
、

避
難
勧
告
・
誘
導
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
訓
練
当
日
は
、
会
場
付
近
で
消
防
車
や

救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
し
ま
す
。

時
間
に
よ
っ
て
は
、
会
場
周
辺
で
一
部
交
通
規
制

が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
５
日
○木 
午
前
８
時
　
分
～
午
後

10

30

１
時

●
と
こ
ろ
／
紫
雲
寺
小
学
校
周
辺

●
問
い
合
わ
せ
先
／
地
域
安
全
課
消
防
防
災
係

（
☎
内
線
１
３
３
２
）

公
衆
浴
場
「
飯
豊
の
湯
」 

　
月
の
変
わ
り
湯

10
●
変
わ
り
湯
／
１
日
○日 
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
湯
、
８
日

○日 
パ
イ
ン
ニ
ー
ド
ル
湯
、　

日
○日 
花
湯
（
小
学

15

生
以
下
無
料
）、　

日
○日 
ア
ロ
エ
湯
、　

日
○日 

22

29

菊
湯
。
小
風
呂
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
湯

●
営
業
時
間
／
午
後
３
時
～
　
時
11

●
定
休
日
／
毎
週
月
曜
日

●
そ
の
他
／
駐
車
場
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
飯
豊
の
湯
（
大
栄
町
１
、
☎

　
‐
２
４
５
５
）

22
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次
の
納
期
限
は
　
月
２
日
○月 
 

10

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い

・
国
民
健
康
保
険
税
６
期

・
介
護
保
険
料
６
期

・
公
営
住
宅
使
用
料
９
月
分

※
納
付
に
便
利
な
「
口
座
振
替
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



 
　
加
治
川
児
童
館
主
催
 バ
ス
に
乗
っ
て

紫
雲
寺
記
念
公
園
に
行
こ
う

　
紫
雲
寺
記
念
公
園
で
親
子
い
っ
し
ょ
に
散
策

し
た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

●
と
き
／
９
月
　
日
○木 
午
前
９
時
　
分
～
正
午

28

30

●
集
合
場
所
／
加
治
川
児
童
館

●
対
象
／
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
料
金
／
無
料

●
定
員
／
　
組
（
先
着
）

20

●
持
ち
物
／
お
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、
タ
オ
ル

●
申
込
期
間
／
９
月
　
日
○火 
～
　
日
○火 

19

26

●
そ
の
他
／
雨
天
の
場
合
は
、
豊
浦
地
区
公
民
館

で
遊
び
、
お
弁
当
を
食
べ
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
加
治
川
児
童
館

（
☎
　
‐
６
０
１
６
）

39

　
加
治
川
児
童
館
主
催
 す
く
す
く
ク
ラ
ブ

野
の
草
や
花
で
遊
ぼ
う

　
身
近
に
あ
る
木
の
実
や
草
花
で
遊
び
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
　
日
○木 
午
前
　
時
～
　
時
　
分

10

12

10

11

30

●
と
こ
ろ
／
加
治
川
児
童
館

●
対
象
／
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
料
金
／
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

●
定
員
／
　
組
（
先
着
）

15

●
持
ち
物
／
飲
み
物

●
申
込
期
間
／
　
月
３
日
○火 
～
　
日
○火 

10

10

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
加
治
川
児
童
館

（
☎
　
‐
６
０
１
６
）

39
平
成
　
年
成
人
式
 

19

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
来
年
の
３
月
　
日
○日 
に
市
成
人
式
が
行
わ
れ

18

ま
す
。

　
市
で
は
、
式
典
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

企
画
・
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
、
新
成
人
か
ら
募

集
し
ま
す
。　

歳
の
記
念
に
自
分
た
ち
で
成
人

20

式
を
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日
／
原
則
と
し
て
週
１
回
、
午
後
７
時
～

９
時

●
対
象
／
市
内
在
住
で
、
昭
和
　
年
４
月
２
日
か

61

ら
　
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

62

●
募
集
人
数
／
　
人
程
度

20

●
活
動
内
容
／
　
月
中
旬
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

11

タ
ー
で
中
学
校
ご
と
に
思
い
出
ビ
デ
オ
の
企
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画
・
編
集
な
ど
を
行
い
、
成
人
式
当
日
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
運
営
し
ま
す

●
締
め
切
り
／
　
月
６
日
○金 

10

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
中
央
公
民
館
事

業
係
（
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
　
‐
８
５
１

22
６
）

　
第
　
回
豊
浦
地
区
ゴ
ル
フ
大
会
 

3１
参
加
者
募
集

　
豊
浦
地
区
体
育
協
会
の
主
催
で
す
。

●
と
き
／
　
月
　
日
○日 
午
前
８
時
～

10

22

●
と
こ
ろ
／
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
者

●
競
技
方
法
／
　
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

１８

（
９
ホ
ー
ル
ぺ
リ
ア
方
式
）。
日
本
ゴ
ル
フ
連

盟
競
技
規
則
及
び
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
適
用
し
ま
す

●
参
加
費
／
３
０
０
０
円
（
パ
ー
テ
ィ
ー
代
、
賞

品
代
な
ど
）

●
プ
レ
ー
料
金
／
１
万
２
０
０
円
（
食
事
代
１
０

０
０
円
込
み
・
セ
ル
フ
乗
用
カ
ー
ト
プ
レ
ー
）。

キ
ャ
デ
ィ
が
必
要
な
方
は
プ
ラ
ス
３
５
０
０

円
（
４
B
）

●
定
員
／
１
６
０
人
（
先
着
）

●
申
し
込
み
／
９
月
　
日
○金 
か
ら
電
話
ま
た
は

22

直
接
受
け
付
け
ま
す

●
締
め
切
り
／
　
月
６
日
○金 

10

●
申
し
込
み
先
／
豊
浦
地
区
公
民
館
（
乙
次
、
☎

　
‐
２
０
８
１
）、
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶

22楽
部
（
☎
　
‐
３
３
３
３
）

32

●
問
い
合
わ
せ
先
／
豊
浦
地
区
公
民
館

エフエムしばた
9月15日○金 ～10月9日○祝   緯23-8800
www.agatt769.co.jp 胃23-8810

新発田市情報ランド放送予定

9月22日○金 11：30～、16：30～（再）

■蕗谷虹児物語・ぶらり 感  幸 まち歩き
かん こう

問い合わせ先　秘書・広報課広報広聴

係（☎内線1550）

◆新発田市情報ＢＯＸ
毎日   7:50～、 12:50～ 、17:50～

（10分間）

◆新発田市情報ランド
金曜日　11：30～、16：30～（30分間）

月～金曜日

  5:00 東京サンライズ

  7:00 しばた朝ナビ769

　◆ぼくの夢わたしの夢◆交通情報◆天

気予報◆ニュース◆星占い◆スポーツ◆

図書館だより◆CCI◆きき得健康トーク

◆今朝の川柳◆ハローワーク情報

  9:30 ○金 ふれあいワンダーランド

10:00 ○月 エヴァー・グリーン・ミュージッ

ク、○火 反畑誠一音楽ミュージアム、○金 

ザッツ演歌テイメント

11:00 ○金 お元気ですか？北島三郎です

12:00○水 ジンケトリオ、○木 わたしたち恋

したい、○金 時あや子の元気です

13:00元気はつらつ歌謡曲

　（○月 若山かずさ、○火 山本智子、○水 小金沢

昇司、○木 山川豊、○金 金子ひとみ）

14:00 ブレイクタイム・ミュージック

16:00 ○月 ～○木 デイブ・フロム・ショウ、○金 

いつか青春

17:00 オープンカフェ769

◆ランキング◆映画◆おはなし玉手箱

◆スばたマニア倶楽部◆ぼくの夢わた

しの夢（再）◆ニュース◆天気予報◆交

通情報◆おしゃべりな時間

19:00 ○月 ガルシア、○火 五十嵐みずも、○水 

マーク・フランク、○木 相川瞳、○金 なみ

20:00 ○月 クラシック・ガーデン、○火 ポッ

チ・ラジ、○水 アジエン、○木 ナマラのポ

ケガム、○金 リップサービス

21:00 ○月 レッツ！ロック！、○火 キャット

フィッシュブルース、○水 スープ、○木 

Jimaccoのじゃずじゃ、○金 リスキーラジオ

土曜日

  5:00サタデイ・サンライズ

  9:00 ウィークエンド・クルーズ

22:00 桑名シオンのノージャンル

23:00 落合みつをの「今日はどこまで歩こ

うか？」

日曜日

  5:00サーフズ・アップ

14:00 ソウル・ブレンズ

18:00 敬和学園大学あおぞらボンバー

24:00 トールズ・カフェDJ鈴木トオル

FM76.9MHｚ

市
へ
の
寄
附
を
紹
介
 

皆
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
８
月
ま
で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
を
紹
介
し

ま
す
（
敬
称
略
）。

西
新
発
田
駅
自
転
車
駐
輪
場
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め

●
新
発
田
城
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
野
外

時
計
ポ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ブ
１
組



全
国
観
光
み
や
げ
品
展
示
即
売
会
 

販
売
員
募
集

　
　
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社
で
は
、
全
国
観
光

（財）
み
や
げ
品
展
示
即
売
会
の
販
売
員
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
１
日
○水 
～
６
日
○月 
。
１
日
は
午

11

後
１
時
～
５
時
、
６
日
は
午
前
８
時
　
分
～
正

45

午
、
そ
れ
以
外
の
日
は
午
前
８
時
　
分
か
ら
午

20

後
５
時
　
分
20

●
と
こ
ろ
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
お
お
む
ね
　
歳
以
下

60

●
日
給
／
７
０
０
０
円
（
た
だ
し
、
１
日
と
６
日

は
３
５
０
０
円
）

●
定
員
／
　
人
（
先
着
）

50

●
締
め
切
り
／
９
月
　
日
○金 

29

●
そ
の
他
／
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
受
け
付
け
は
月
～
金
曜

日
の
み
で
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
同
公
社
（
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
　
‐
６
７
８
９
）

26

A
F
S
留
学
生
（
高
校
生
） 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
A
F
S
留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
A
F
S
と
は
、
主
に
高
校
生
の
交
換

留
学
を
実
施
す
る
非
営
利
の
民
間
国
際
教
育
機

関
で
す
。

●
受
け
入
れ
期
間
／
　
月
５
日
○日 
～
　
日
○日 

11

12

●
内
容
／
海
外
８
か
国
（
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
タ
イ
、
コ
ス
タ
リ
カ
）
か
ら
の

留
学
生
（
県
内
の
高
校
で
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
ま
す
）
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
１
週

間
受
け
入
れ
ま
す
。
１
家
庭
１
人
の
受
け
入

れ
で
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
期
間
中
は
市
内
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
予
定
で
す

●
経
費
／
滞
在
に
関
わ
る
食
費
な
ど

●
募
集
家
庭
／
　
家
庭
（
抽
選
）

13

●
締
め
切
り
／
　
月
６
日
○金 

10

●
そ
の
他
／
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
紫
雲
寺
国
際
交

流
委
員
会
「
か
け
は
し
」
小
林
・
大
久
保
（
紫

雲
の
郷
内
、
☎
　
‐
４
８
４
１
）

41

第
　
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

13
年
齢
別
選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

●
と
き
／
　
月
３
日
○祝 

11

●
と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
新
潟
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
赤
塚
）

●
参
加
資
格
／
　
歳
～
１
０
０
歳
の
方

15

●
参
加
費
／
１
万
３
０
０
０
円

●
定
員
／
３
０
０
人

●
締
め
切
り
／
　
月
　
日
○月 

10

16

●
そ
の
他
／
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
す

べ
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
願
い
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
 石
黒
（
胃
０
２

５
‐
３
７
１
‐
３
８
０
０
）

　
家
族
で
秋
を
楽
し
も
う
！

　
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
す
。

●
と
き
／
　
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
（
１
泊
２
日
）

10

14

15

●
と
こ
ろ
／
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
潟

市
越
前
浜
）

●
対
象
／
小
学
生
以
上
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

●
内
容
／
酪
農
体
験
、
バ
タ
ー
作
り
、
い
も
掘
り
、

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

●
料
金
／
１
人
３
２
６
０
円
（
保
険
料
・
教
材
費

な
ど
含
む
）。
た
だ
し
、
別
途
写
真
代
な
ど
が

必
要
で
す

●
定
員
／
　
人
（
先
着
）

60

●
持
ち
物
／
運
動
着
、
運
動
靴
、
帽
子
、
筆
記
用

具
、
洗
面
用
具
、
入
浴
用
具
、
常
備
薬
、
タ
オ

●
と
き
／
９
月
　
日
○土 
午
後
２
時
～
５
時

30

●
と
こ
ろ
／
サ
ン
・
ワ
ー
ク
し
ば
た

●
講
師
／
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
警
防
課
職
員

●
定
員
／
　
人
（
先
着
）

20

●
申
し
込
み
／
往
復
は
が
き
で
　
県
臨
床
衛
生

（社）

検
査
技
師
会
下
越
支
部
応
急
手
当
講
習
会
受

付
係
（
〒
９
５
１
‐
８
１
３
５
 新
潟
市
関
屋
新

町
通
２
‐
　
‐
　
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

96

10

●
問
い
合
わ
せ
先
／
県
立
新
発

田
病
院
臨
床
検
査
科
 斉
藤

（
緯
　
‐
３
１
２
１
、
内
線
３

22

５
１
）

ル
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
／
９
月
　
日
○土 
ま
で
電
話
で
申
し

30

込
ん
で
く
だ
さ
い

●
そ
の
他
／
牧
場
へ
の
移
動
は
各
自
の
車
と
な

り
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
６
‐
　
‐
２
１
１
１
）

77

 
　
応
急
手
当
講
習
会

　
　
県
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
下
越
支
部
の
主

（社）
催
で
す
。

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ

平成18年9月15日発行 （18）

神経難病ボランティア育成講習会
　難病とは、原因が不明で治りにくく、長期間付き合っていかなければならな

い病気です。中でも、神経難病は、身体が不自由になりやすく、介護を必要と

する患者さんがたくさんいます。患者さんが社会参加を通し、いきいきとし

た社会生活を送ることができるように、地域や病院で活動してみませんか。

●とき・ところなど／下表のとおり

●対象／ボランティアに関心のある方（原則として４回すべて参加できる方）

●料金／無料。ただし、交通費は各自負担となります

●申し込み／10月3日○火 までに電話で申し込んでください

●申し込み・問い合わせ先／県新発田地域振興局健康福祉環境部地域保健課

（☎26-9133）

「神経難病ボランティア育成講習会」とき・ところなど

内　容ところと　き回

ボランティア活動実践者・患者の
家族からのお話、今求められてい
る神経難病ボランティアについて

県新発田地域振興局3
階第1・2会議室（豊
町3）

10/11○水 
13：30～15：30

1

神経難病の基礎知識（疾病理解）
に関する講義、介助方法・対応に
ついての講義・実習

阿賀野病院（阿賀野市
保田）

10/24○火 
13：30～16：00

2

患者・家族の医療相談会への参加、
先輩ボランティアとの交流

阿賀野市コミュニティ
センター瓢湖憩いの家
（阿賀野市水原）

11/7○火 
13：00～16：00

3

病棟のカラオケ大会への参加、患
者との交流・介助、ボランティア
登録について、修了証書授与式

阿賀野病院（阿賀野市
保田）

11/15○水 
13：30～16：00

4



　
健
康
プ
ラ
ザ
し
う
ん
じ
主
催
 

　
太
極
拳
に
よ
る
健
康
運
動
教
室

　
太
極
拳
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
！
初
回
と
最

終
回
に
は
筋
力
測
定
を
実
施
し
、
あ
な
た
の
筋
力

年
齢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
月
曜

10

23

11

27

日
（
全
６
回
）、
午
前
　
時
～
　
時
　
分

10

11

30

●
と
こ
ろ
／
健
康
プ
ラ
ザ
し
う
ん
じ

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
内
容
な
ど
／
左
表
の
と
お
り

 ●
料
金
／
無
料

●
定
員
／
　
人
（
先
着
）

30

●
申
し
込
み
／
９
月
　
日
○月 
か
ら
電
話
で
受
け

25

付
け
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
プ
ラ
ザ
し

う
ん
じ
（
☎
　
‐
４
６
０
２
）

41

　
豊
浦
地
区
公
民
館
主
催
 豊
浦
大
学

　
豊
浦
地
区
公
民
館
で
は
、　

歳
以
上
の
方
を
対

60

象
に
「
豊
浦
大
学
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
週

水
曜
日
に
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

「健康運動教室」内容など

講　師内　容回

健康プラザしう
んじ職員

運動の効果（座学）、
筋力測定

1

太極拳指導者の
笠原初枝さん

太極拳の基礎2

太極拳の基礎
部分指導

3

太極拳の基礎
通し指導

4

太極拳の基礎
全体指導

5

健康プラザしう
んじ職員

筋力測定、今後の運
動実践について

6

●
と
き
・
内
容
／
　
月
　
日
○水 

10

18

▽
午
後
１
時
　
分
～
２
時
／
健
康
体
操

30

▽
午
後
２
時
　
分
～
４
時
／
小
柳
産
業
㈱
の
小

15

柳
秀
樹
さ
ん
に
よ
る
「
手
す
き
は
が
き
作
り
」

●
と
こ
ろ
／
豊
浦
地
区
公
民
館

●
料
金
／
年
額
１
０
０
０
円
（
継
続
受
講
を
希
望

す
る
場
合
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
豊
浦
地
区
公
民
館
（
☎
　
‐
22

２
０
８
１
）

　
と
ら
い
夢
主
催
 水
中
運
動
教
室

　
と
ら
い
夢
（
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）
の
主
催
で
す
。
関
節
に
負
担
の
少
な
い
水
中

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

浮
力
を
使
っ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
と
き
／
　
月
　
日
～
　
月
７
日
の
毎
週
火
曜

10

17

11

日
（
全
４
回
）、
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

15

10

15

●
と
こ
ろ
／
新
発
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
緑

町
２
）

●
対
象
／
　
歳
以
上

16

●
料
金
／
会
員
５
０
０
０
円
、
非
会
員
７
０
０
０
円

●
定
員
／
　
人
（
先
着
）

20

●
申
し
込
み
／
９
月
　
日
○月 
の
午
前
９
時
か
ら

25

電
話
で
受
け
付
け
ま
す

●
そ
の
他
／
会
員
に
な
る
と
、
会
員
料
金
で
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
入
会
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

／
と
ら
い
夢
事
務
局
（
☎

　
‐
７
５
１
０
、
月
～
金
曜

28日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
お
願
い
し
ま
す
）

　
就
職
直
結
型
「
E
T
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

　
ト
人
材
育
成
講
座
」

　
県
で
は
、
電
化
製
品
な
ど
に
組
み
込
ま
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
育
成
と
、
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
　
代
半
ば
ま
で
の
未
就
職
者
（
学

30

生
は
除
く
）

●
講
座
内
容
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
基
礎
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

●
講
座
期
間
／
　
月
６
日
○月 
～
３
月
　
日
○火 
（
予

11

20

定
）

●
料
金
／
無
料
。
た
だ
し
、
資
格
受
験
料
・
テ
キ

ス
ト
代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す

●
選
考
方
法
／
１
次
試
験
は
書
類
選
考
・
適
性
検

査
。
２
次
試
験
は
面
接

●
定
員
／
　
人
程
度

15

●
締
め
切
り
／
９
月
　
日
○月 

25

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
新
潟
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
（
☎
０
１
２
０
‐
８
７
０
‐

７
０
７
）

市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930

（19） 平成18年9月15日発行

「ヤングカルチャー講座」の講座名・開催日など

定 員
（先着）

料 金
（月額）

講 師（敬称略）時 間開催日講座名

20人6000円佐藤秀翠

19：00～

月曜日（月4回）
生け花（池坊）

25人1300円高橋幸陽ペン書道

15人2200円渡邉鈴子
火曜日（月4回）

着物着付け

10人1300円永井素香書道

20人5000円佐藤 充水曜日（月2回）フラワーアレンジメント

15人3500円エフレン・ディアズ水曜日（月4回）英会話

20人2000円稲垣静渓、西 恵穂木曜日（月4回）茶道（石州流）

※英会話は別途テキスト代（2540円）が必要です。
※会場はいずれも地域交流センターです。なお、駐車場が満車になる場合がありますので、
お近くの方は徒歩または自転車でお越しください。

「ヤングスポーツサークル」のサークル名・開催日など

会 場時 間開催日サークル名

サン・ビレッジしばた

19：00～

水曜日（月4回）バドミントン

サン・ワークしばた
木曜日（月4回）

エアロビクス「ベアーズ」

地域交流センター山とスキー「モンテローザ」

ヤングカルチャー講座・ヤングスポーツサークル
　「出会い・ふれあい・学びあい」をテーマに開催している、各種カルチャー講座・スポーツ

サークルでは、参加者を募集しています。見学もできます。詳しくはお問い合わせください。

●対象／市内在住・在勤者。ただし、30歳以下の方を優先します

●内容など／下表のとおり

●申し込み／9月22日○金 午前9時から電話で受け付けます

●その他／ヤングカルチャー講座は平成19年3月で終了です

●申し込み・問い合わせ先／地域交流センター（☎22-1254）



　
隣
保
館
「
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
」

　
隣
保
館
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
や
偏
見
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
人

権
・
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
　
月
３
日
○火 
午
後
２
時
～

10

●
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂

●
内
容
／
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
の
川
口
泰
司
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
た
い
け
ん
、

は
っ
け
ん
、
ほ
っ
と
け
ん
～
差
別
っ
て
い
っ
た

い
な
ん
や
ね
ん
？
」

●
料
金
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
／
隣
保

館
（
☎
　
‐
５
９
８
４
）、

26

人
権
啓
発
課
同
和
対
策

係
（
☎
内
線
１
５
８
１
）

 　
新
発
田
豊
年
秋
ま
つ
り

　
今
年
も
「
新
発
田
豊
年
秋
ま
つ
り
」（
旧
神
明

植
木
ま
つ
り
）
を
開
催
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、

新
発
田
豊
年
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
　
市
ま
ち

（財）

づ
く
り
振
興
公
社
内
、
☎
　
‐
６
７
８
９
）
へ
。

26

金
魚
台
輪
町
内
巡
り
出
発
式

●
と
き
／
９
月
　
日
○日 
午
前
　
時
～
（
雨
天
中

24

10

止
）

●
と
こ
ろ
／
下
町
商
店
街
～
各
町
内

植
木
市

●
と
き
／
９
月
　
日
○月 
～
　
日
○水 

25

27

●
と
こ
ろ
／
大
手
町
１
～
４
丁
目
の
一
部

●
そ
の
他
／
午
前
　
時
か
ら
午
後
　
時
ま
で
開

10

10

催
地
周
辺
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。
な
お
、　27

日
は
自
衛
隊
前
か
ら
下
町
交
番
へ
の
道
路
が

一
方
通
行
と
な
り
ま
す

子
供
灯
 籠
 絵

ろ
う

●
と
き
／
９
月
　
日
○月 
・
　
日
○火 

25

26

●
と
こ
ろ
／
神
明
宮
境
内

職
人
町
獅
子
舞

●
と
き
／
９
月
　
日
○月 
午
後
１
時
～

25

●
と
こ
ろ
／
職
人
町
（
御
幸
町
１
）
～
各
町
内
～

神
明
宮

安
兵
衛
太
鼓
演
奏

●
と
き
／
９
月
　
日
○月 
午
後
６
時
～
（
雨
天
中

25

止
）

●
と
こ
ろ
／
神
明
宮
境
内

●
内
容
／
猿
橋
小
学
校
児
童
に
よ
る
演
奏

御
 神
  輿
 町
内
回
り

み
 
こ
し

●
と
き
／
９
月
　
日
○火 
午
後
６
時
　
分
～

26

30

●
と
こ
ろ
／
神
明
宮
周
辺

　
緑
化
推
進
「
定
期
植
木
市
」

●
と
き
／
９
月
　
日
○金 
～
　
月
2
日
○月 

29

10

●
と
こ
ろ
／
新
発
田
中
央
公
園
内
（
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
前
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
　
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公

（財）

社
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
　
‐
３
０

23

５
０
）

　
未
来
へ
の
架
け
橋
 

　
下
水
道
フ
ェ
ア
２
０
０
６

　
下
水
道
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
広
く
市
民

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
下
水

道
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
１
日
○日 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

10

●
と
こ
ろ
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
下
水
道
計
画
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
）、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、

ト
イ
レ
及
び
下
水
道
関
連
用
品
の
展
示
、
凝
集

剤
の
実
験
コ
ー
ナ
ー
、
親
子
下
水
処
理
場
見
学

ツ
ア
ー
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
車
の
展
示

●
そ
の
他
／
来
場
者
に
は
、
肥
料
、
鉢
植
え
の
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
下
水
道
課
（
☎
　
‐
７
１
７

23

８
）

青
少
年
文
化
交
流
発
表
会
＆
広
域
環

境
フ
ェ
ア
２
０
０
６

　
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
イ
ベ

ン
ト
も
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
９

月
下
旬
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.sh
ib
a
ta
-k
o
u
ik
i.jp
/s-k
o
u
ik
i/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
組

合
（
☎
　
‐
１
５
０
１
）
へ
。

26

●
と
き
／
　
月
１
日
○日 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

10

●
と
こ
ろ
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

青
少
年
文
化
交
流
発
表
会

　
当
圏
域
や
、
隣
接
す
る
地
域
に
お
い
て
、
多
様

な
文
化
活
動
に
取
り
組
む
青
少
年
な
ど
の
団
体

を
対
象
に
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
練
習
の
成
果
を
発

表
し
、
お
互
い
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

●
内
容
／
青
少
年
文
化
交
流
発
表
会
（
特
別
ゲ
ス

ト
…
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
の
水
木
一
郎
さ
ん
）、

広
域
事
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど

広
域
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
６

　
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
保
全
を

推
進
す
る
た
め
に
、
環
境
問
題
全
般
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
通
じ
て
楽
し
く
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
内
容
／
新
発
田
市
・
胎
内
市
・
聖
籠
町
の
小
学

生
の
環
境
ポ
ス
タ
ー
展
、
再
生
自
転
車
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
販
売
会
、
各
環
境
団
体
な
ど
に
よ
る
催

し
物
、
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ
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【
有
料
広
告
】



　
平
成
　
年
度
市
民
茶
会

１８

　
秋
色
に
色
づ
く
季
節
、
市
内
の
文
化
財
を
会
場

に
市
民
茶
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 
心

安
ら
ぐ
一
服
の
茶
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
と
き
／
　
月
８
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

10

　
分
（
最
終
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

30
●
と
こ
ろ
／
清
水
園
、
武
家
屋
敷
、
新
発
田
城
隅

櫓
●
参
加
席
主
／
石
州
流
翠
濤
方
水
会
、
石
州
流
翠

濤
寸
真
会
、
宗
　
流
玉
樹
会
、
石
州
流
清
閑
会
、

石
州
流
翠
菖
会
、
表
千
家
流
宗
月
会
、
石
州
流

若
葉
会

●
茶
席
券
／
前
売
り
２
席
で
１
０
０
０
円
。
当

日
は
２
席
で
１
１
０
０
円

●
そ
の
他
／
前
売
券
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
公
民
館
と
い
き
い
き
館
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
／
中
央
公
民
館
事
業
係
（
☎

　
‐
８
５
１
６
）

22
　
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
、
お
ま
つ
り
カ
ー
ド
を
持
っ
て
各
コ
ー

ナ
ー
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
教
室
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
ビ
デ
オ
上
映
も

あ
り
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
８
日
○日 
午
後
１
時
～
３
時
　
分

10

30

●
と
こ
ろ
／
児
童
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
幼
児
～
高
校
生

●
料
金
／
１
０
０
円

●
そ
の
他
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

先
／
児
童
セ

ン
タ
ー
（
緑
町

２
、
☎
　

 
26

‐
０
８
９
７
）

　
ア
フ
リ
カ
の
風
大
地
の
香
り
 

　
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　
早
川
千
晶
講
演
会
実
行
委
員
会
の
主
催
、
市
と

教
育
委
員
会
の
後
援
で
、「
～
ア
フ
リ
カ
を
知
り

た
い
知
ら
せ
た
い
～
ア
フ
リ
カ
の
風
大
地
の
香

り
 ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ラ
ム

で
生
き
る
人
々
の
お
話
や
太
鼓
を
中
心
と
し
た

ア
フ
リ
カ
音
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き
／
９
月
　
日
○火 
午
後
７
時
～
９
時
（
午
後

26

６
時
　
分
開
場
）

30

●
と
こ
ろ
／
外
ヶ
輪
小
学
校
体
育
館

●
内
容
／
ケ
ニ
ア
在
住
ラ
イ
タ
ー
の
早
川
千
晶

さ
ん
に
よ
る
講
演
「
キ
ベ
ラ
ス
ラ
ム
で
生
き
る

人
々
の
お
話
」、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
大

西
匡
哉
さ
ん
ほ
か
に
よ
る
東
ア
フ
リ
カ
音
楽

の
演
奏
な
ど

●
料
金
／
前
売
券
大
人
１
０
０
０
円
、
中
・
高
校

生
７
０
０
円
。
当
日
券
大
人
１
２
０
０
円
、

中
・
高
校
生
８
０
０
円
。
小
学
生
以
下
は
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
S
A
i
（
新

富
町
１
‐
４
‐
９
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
早
川
千
晶
講
演
会
実
行
委

員
会
 安
藤
（
☎
　
‐
５
２
２
２
）

26

臓
器
移
植
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
 

　
し
ば
た

in
　
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
「
今
」
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
自
身
の
健
康
や
命
の
大
切
さ
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

●
と
き
／
　
月
１
日
○日 
午
後
２
時
～
４
時

10

●
と
こ
ろ
／
サ
ン
・
ワ
ー
ク
し
ば
た

●
内
容
／
角
膜
移
植
体
験
発
表
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
臓
器
移
植
」、
難
病
と
闘

う
フ
ル
ー
ト
奏
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

●
料
金
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
／
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策

課
（
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
０
２
）、
　（財）

新
潟
県
臓
器
移
植
推
進
財
団
（
☎
・
胃
０
２
５
‐

２
８
３
‐
４
８
８
０
）

刑
務
所
公
開
イ
ベ
ン
ト
 

「
新
潟
矯
正
展
」

　
新
潟
刑
務
所
、
新
潟
少
年
学
院
、
新
潟
少
年
鑑

別
所
の
主
催
で
す
。

●
と
き
／
　
月
１
日
○日 
午
前
９
時
～
午
後
２
時

10

　
分
30

●
と
こ
ろ
／
新
潟
刑
務
所
（
新
潟
市
山
二
ツ
）

●
内
容
／
刑
務
所
・
少
年
院
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
軽
食
販
売
、
模

擬
舎
房
の
展
示
、
刑
務
所
内
の
見
学
な
ど

●
そ
の
他
／
刑
務
所
内
の
見
学
は
　
歳
以
上
の

18

方
先
着
３
２
０
人
で
す
（
当
日
受
付
）。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
／
新
潟
刑
務
所
企
画
部
門
（
作

業
）（
☎
０
２
５
‐
２
８
６
‐
５
６
２
６
）

市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930

（21） 平成18年9月15日発行

【
有
料
広
告
】
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陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
 

創
設
　
周
年
記
念
式
典

53

　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
で
は
、
創
設
　
周
53

年
を
記
念
し
て
、
市
中
パ
レ
ー
ド
と
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
、
行
事

な
ど
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
広

報
室
（
☎
　
‐
３
１
５
１
、
内
線
２
０
６
）
へ
。

22

市
中
パ
レ
ー
ド

●
と
き
／
　
月
７
日
○土 
午
後
２
時
～
２
時
　
分

10

30

●
内
容
／
音
楽
隊
を
先
頭
に
徒
歩
部
隊
と
車
両

な
ど
が
行
進
（
本
町
交
差
点
～
中
央
町
交
差

点
）

記
念
式
典

●
と
き
／
　
月
８
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

10

●
と
こ
ろ
／
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

●
内
容
／
観
閲
式
、
装
備
品
展
示
、
史
料
館
展
示
、

広
報
展
示
（
国
際
貢
献
活
動
な
ど
）、
訓
練
展
示
、

野
外
売
店
、
体
験
試
乗
（
高
機
動
車
）

 
　
法
務
行
政
相
談
所
開
設

　
　
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
新
潟
地
方
法

10
務
局
新
発
田
支
局
、
新
発
田
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
、
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
新
発

田
公
証
役
場
で
は
、
法
務
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
４
日
○水 
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

10

●
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
相
談
内
容
／

▽
家
庭
内
・
親
族
間
・
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
い

じ
め
、
体
罰
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
や
国
籍
取
得
な
ど
の

戸
籍
問
題

▽
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、
抵
当
権
設
定
、
土

地
の
分
筆
・
合
筆
、
建
物
の
新
築
・
増
築
な
ど

の
不
動
産
登
記
の
問
題

▽
遺
言
書
・
公
正
証
書
の
作
成

●
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先
／
人
権
啓
発
課
人
権
啓
発
係

（
緯
内
線
１
５
８
１
）

    公
証
週
間
無
料
相
談

●
と
き
／
　
月
２
日
○月 
～
６
日
○金 
午
前
９
時
～

10

午
後
５
時

●
と
こ
ろ
／
新
発
田
公
証
役
場
（
本
町
１
、
第
５

樫
内
ビ
ル
３
階
）

●
相
談
内
容
／

▽
遺
言
に
関
す
る
こ
と

▽
離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
養
育
費
な

ど
に
関
す
る
こ
と

▽
委
任
契
約
・
任
意
後
見
契
約
（
財
産
管
理
・
身

上
監
護
）
に
関
す
る
こ
と

▽
そ
の
他
公
証
事
務
に
関
す
る
こ
と

●
そ
の
他
／
４
日
○水 
午
前
　
時
か
ら
午
後
３
時
ま

10

で
の
間
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
設
さ
れ
る

法
務
行
政
相
談
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
新
発
田
公
証
役
場
（
☎
　
‐
24

３
１
０
１
）

　
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る
相

　
続
・
遺
言
・
介
護
・
福
祉
無
料
相
談
会

　
高
齢
者
、
知
的
・
精
神
・
身
体
障
害
者
の
方
か

ら
の
相
談
を
受
け
、
司
法
書
士
及
び
社
会
福
祉
士

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き
／
９
月
　
日
○祝 
午
前
　
時
～
午
後
４
時

23

10

●
相
談
方
法
／
電
話
及
び
面
談
に
よ
る
相
談

●
相
談
内
容
／
相
続
・
遺
言
・
介
護
・
福
祉
・
成

年
後
見
申
立
及
び
介
護
保
険
な
ど
に
関
わ
る

問
題

 ●
そ
の
他
／
面
談
に
よ
る
相
談
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
予
約
が
必

要
で
す
。
希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
に
い
が
た
（
☎
０
２
５
‐
２
２
８
‐
１

７
２
７
）

　
司
法
書
士
無
料
相
談

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、　
月
１
日
の
「
法
の
日
」

10

に
ち
な
ん
で
、
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
／
　
月
２
日
○月 
～
６
日
○金 
（
各
事
務
所
執

10

務
時
間
内
）

●
と
こ
ろ
／
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

●
内
容
／
登
記
・
訴
訟
・
相
続
・
多
重
債
務
・
悪

徳
商
法
な
ど
市
民
生
活
一
般
に
関
す
る
法
律

相
談

●
問
い
合
わ
せ
先
／
県
司

法
書
士
会
（
☎
０
２
５
‐

２
２
８
‐
１
５
８
９
）

　
不
動
産
無
料
相
談
会

　
毎
年
　
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す
。
不
動
産
無

10

料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
　
月
６
日
○金 
午
後
１
時
～
４
時

10

●
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
１

●
対
象
／
不
動
産
の
賃
貸
や
価
格
決
定
な
ど
で

困
っ
て
い
る
方

●
そ
の
他
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
／
　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（社）

（
☎
０
２
５
‐
２
２
５
‐
２
８
７
３
）

☎

‐
６
４
９
０
（
当
日
の
み
）

26

お祝い事、仏事、各種ご宴会
3名様から50名様くらいまでご予算に合わせておつくりします。
お気軽にご相談ください。

電話　（0254）22－3647
新発田市西園町1丁目4－10
・駐車場あります
・10名様以上バス送迎致します

【
有
料
広
告
】



　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

　
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
月
の
予
定

10①
く
ら
し
の
情
報
（
毎
月
第
１
月
曜
日
更
新
）

・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
保
健
機
能
食
品

・
契
約
を
解
消
す
る
に
は

②
消
費
生
活
相
談
事
例（
毎
月
第
１
月
曜
日
更
新
）

・
健
康
食
品

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

④
相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求
ト
ラ
ブ
ル

・
は
が
き
な
ど
に
よ
る
覚
え
の
な
い
請
求
の
対
処

法
 ●

問
い
合
わ
せ
先
／
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６
）

 
映
画
「
パ
ッ
チ
ギ
」
ビ
デ
オ
上
映
会

●
と
き
／
９
月
　
日
○日 
午
後
１
時
　
分
～

24

30

●
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
創
作
実
習
室

●
料
金
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
進
歩
の
会
 佐
藤
（
☎

　
‐
６
９
７
９
）

24

「
天
蘭
書
道
会
展
」
併
催
「
書
の
名
品
展
」

　
会
員
の
作
品
と
書
の
名
品
を
展
示
し
て
、書
の

魅
力
、書
を「
感
じ
る
」楽
し
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
と
き
／
９
月
　
日
○金 
～
　
月
１
日
○日 
午
前
９

29

10

時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
／
有
本
（
☎
　
‐
３
５
５
２
）

23

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
７
０
０
０

板
山
稲
刈
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
開
催

●
と
き
／
　
月
１
日
○日 
午
前
９
時
　
分
～
正
午

10

30

●
集
合
場
所
／
板
山
地
域
利
用
改
善
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
春
に
手
植
え
し
て
減
農
薬
・
減
化
学
肥

料
で
育
て
た
稲
の
手
刈
り
・
は
さ
が
け

●
料
金
／
無
料

●
持
ち
物
／
長
ぐ
つ
、
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、

雨
具

●
そ
の
他
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
で
直
接
集
合
場
所
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
新
米
の
お
に
ぎ
り
と
し
ぼ
り

た
て
の
牛
乳
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
夢
づ
く
り
い
た
や
ま
食
と

農
業
振
興
班
 井
伊
（
☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐

７
６
０
０
）

あ
や
め
幼
稚
園
バ
ザ
ー

　
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も
用
品
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

手
作
り
品
や
食
品
の
販
売
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や

お
店
屋
さ
ん
な
ど
が
あ
る
楽
し
い
バ
ザ
ー
で
す
。

●
と
き
／
　
月
７
日
○土 
午
前
　
時
～
午
後
1
時

10

10

　
分
30

●
と
こ
ろ
／
あ
や
め
幼
稚
園
（
大
手
町
３
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
同
幼
稚
園（
☎
　
‐
５
８
２

22

８
）

秋
の
山
草
展

●
と
き
／
　
月
７
日
○土 
・
８
日
○日 
の
午
前
９
時
　

10

30

分
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ
／
ね
む
の
木
ふ
れ
あ
い
広
場
（
米
倉
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
ね
む
の
木
山
草
会
 若
月
（
☎

　
‐
５
７
６
５
）

28
生
活
基
礎
講
習
会
 

「
い
つ
か
ら
で
も
家
事
上
手
」

　
新
発
田
友
の
会
の
主
催
で
す
。

●
と
き
／
①
　
月
　
日
○水 
の
午
前
　
時
～
正
午
、

10

11

10

②
　
月
　
日
○水 
の
午
前
　
時
～
正
午
、
③
　
月

10

18

10

10

　
日
○金 
の
午
前
　
時
～
午
後
0
時
　
分
（
全
３

27

10

30

回
）

●
と
こ
ろ
／
新
発
田
友
の
家
（
中
央
町
４
）

●
内
容
／

　
①
住
（
朝
が
決
め
手
の
生
活
リ
ズ
ム
、
家
事
暦
）

　
②
衣
（
洗
濯
の
基
本
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
、
衣
類

の
管
理
）

　
③
食
（
手
早
く
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食

と
お
や
つ
の
調
理
実
習
）

●
料
金
／
１
０
０
０
円
（
全
３
回
、
資
料
代
）。
た

だ
し
、
別
途
実
習
材
料
費
が
必
要
で
す

●
そ
の
他
／
③
の
　
月
　
日
○金 
の
み
、
２
０
０
円

10

27

（
保
険
料
含
む
）
で
託
児
を
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
先
着
　
人
で
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

10

す
。
ま
た
、
子
ど
も
連
れ
の
方
は
お
子
さ
ん
の

昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
同
会
 永
松
（
☎

　
‐
９
６
９
６
）

22

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
学
習
会

　
子
ど
も
の
感
性
を
高
め
る
た
め
、
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き
／
　
月
　
日
○水 
午
後
７
時
～
９
時

10

18

●
と
こ
ろ
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
本
町

４
）

●
対
象
／
中
学
生
以
上
の
方
。
特
に
初
心
者
大

歓
迎
で
す

●
料
金
／
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
４
０
０
円
、

中
学
生
３
０
０
円

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
持
っ
て
い
る
方
は
絵
本

●
申
し
込
み
／
当
日
の
午
後
６
時
　
分
か
ら
直

50

接
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
／
新
発
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
 淡
路
（
☎
　
‐
３
６
９
６
）

22

市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930
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胸部エックス線検診日程

受付時間会場地区月日受付時間会場地区月日

14：20～14：40大槻集落開発センター米
倉10/10○火 

9：30～　9：50下中山公会堂

菅
谷

10/4○水 

15：00～15：20米倉農村環境改善センター10：10～10：30菅谷コミュニティセンター

9：30～　9：50温泉公民館

豊
浦10/11○水 

10：50～11：10上石川集落開発センター

10：10～10：40上本田公民館11：30～11：50〆切公会堂

11：00～11：20中之通集落開発センター13：00～13：30中央公民館加治分館加
治 11：40～12：00天王集落センター13：50～14：20三日市・早道場集落開発センター

13：20～14：10豊浦保健センター14：40～15：00下岡田公会堂

川
東

14：30～14：50中浦小学校9：30～　9：50田貝公会堂

10/5○木 

15：10～15：40上荒町公民館10：10～10：30虎丸公会堂

9：30～10：15健康プラザしうんじ

紫
雲
寺

10/12○木 

10：50～11：10下三光集落開発センター

10：30～11：00河岸場集落開発センター11：30～12：00市農業研修センター

11：15～12：00福富集落開発センター13：30～13：50上羽津集落センター

13：00～14：10藤塚小学校14：10～14：30車野小学校

14：20～14：30大島地区体育館14：50～15：10下大友構造改善センター

9：30～10：00加治川地区公民館金塚分館
加
治
川

10/13○金 

9：30～　9：50荒川公会堂
松
浦

10/6○金 

10：30～11：00加治川地区公民館中川分館10：10～10：40松浦農村環境改善センター

11：30～12：00加治川保健センター（さくら苑内）11：00～11：20八幡集落開発センター

9：30～11：50市保健センター

本
庁

10/27○金 

13：00～13：20西簔口公会堂
佐
々
木

13：00～14：00豊町ふれあいコミュニティセンター13：40～14：00下興野集落開発センター

14：20～15：00中井保健センター14：20～14：50佐々木コミュニティセンター

9：30～10：30住吉コミュニティセンター

10/30○月 

15：10～15：40佐々木公会堂

10：40～11：40御免町小学校9：30～10：20ふるさと会館五
十
公
野10/10○火 

13：00～14：00西園町3丁目公会堂10：40～11：00水道局

14：10～15：00子供の館（育成センター隣）11：20～11：40上内竹公会堂

9：30～11：30御幸町ふれあいコミュニティセンター
10/31○火 

13：00～13：20中央公民館赤谷分館赤谷

13：00～15：00コモプラザ13：40～14：00山内公会堂米倉

　市では、胸部エックス線検診未受診

者のための2次検診を下表の日程で実

施します。この検診は、結核予防法で

65歳以上の方は年1回の受診が義務

付けられています。また、40歳から

64歳までの方は、任意での受診が可

能です。申し込みをしていて、まだ受

診していない65歳以上の方へ案内通

知を発送しますので、この機会に受診

してください。

　なお、案内通知が無くても受診でき

ますので、直接会場へお越しください。

胸部エックス線検診は無料ですが、肺

がん検査（ 喀 たん検査）を受ける方は
かく

900円が必要です。ただし、70歳以上

の方、障害者手帳1・2級所持者、生

活保護受給者などは無料です。

●持参するもの／案内通知、健康手帳

（持っている方のみ）

●問い合わせ先／健康推進課成人保

健係（緯内線1262～1264）

　10月の胃がん検診の日程をお知らせ

します。「健診申込書」で検診を申し込ん

だ方には、受診票を送付します。なお、

受診票が無くても受診できます。当日、

直接会場へお越しください。

●注意事項／受診者は、前日の夕食を早

めに済ませてください。また、当日の

朝は喫煙を控え、食べたり飲んだりし

ないでお越しください。なお、過去に

バリウムを飲んだときに気管などに

入ったこと（誤 嚥 ）がある方や、バリウ
えん

ムによる過敏症（じんましんなど）が出

たことのある方は、医療機関での受診

をお勧めします

●対象／19歳以上の方

●内容／胃部エックス線間接撮影

●検診料／1100円（19～39歳の方は

2200円）。ただし、70歳以上の方、身

体障害者手帳1・2級所持者、生活保

護受給者などは無料です

●その他／右表の■の会場については、

受付時間が午前8時から9時までです。

また、胃がん検診未受診者のために、

11・12月も検診を行います。詳しい日

程は「広報しばた」11月15日号でお

知らせします

●問い合わせ先／健康推進課成人保健係

（☎内線1262～1264）

ば康 ひ ろ健

胃がん検診
10月の胃がん検診日程

会場とき

松浦農村環境改善センター

8：00

～

10：00

20○金 
米倉農村環境改善センター

荒川公会堂
23○月 

山内公会堂

温泉公民館
24○火 

■中之通集落開発センター

上荒町公民館25○水 

天王集落センター
26○木 

旧興野公民館

上本田公民館
27○金 

中ノ目新田ふれあいセンター

豊浦保健センター
30○月 

中浦小学校

豊浦保健センター
31○火 

■下中ノ目構造改善センター

　10・11月の健（検）診などの日程をお知らせします。

詳しくは健康推進課へお問い合わせください

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ

胸部エックス線検診（2次検診）



（25） 平成18年9月15日発行

　市では、インフルエンザ予防接種を

実施します。

　インフルエンザは、ウイルスに感染

することによって起こり、普通の風邪

と比べると症状が重いのが特徴です。

高齢者や慢性の病気を持っている方

がかかると、気管支炎や肺炎などを併

発し、死に至ることもあります。

　予防接種は、発病防止や重症化防止

に有効といわれていますので、希望す

る方は、市が指定する医療機関（下表）

で受けてください。

●対象者／①接種日に65歳以上の方、

②接種日に60歳以上で、心臓、じん

臓または、呼吸器の障害により、障

害者手帳1級を有する方

●接種期間／10月1日（日）～平成

19年3月31日（土）。ただし、望まし

い時期は12月中旬まで

※ワクチンの不足が考えられます

ので、11月末までに予約すること

をお勧めします。

●料金／1050円（ワクチン代として）。

ただし、生活保護受給者は無料（市で

発行する証明書の提示が必要です）

●接種回数／1回

●接種手順／①市が指定した医療機

関へ事前に申し込む、②予約日に保

険証を持参し、医療機関備え付けの

予診票に記入後、接種を受ける、③

医療機関に料金を支払う

●その他／市外でも実施可能な医療

機関があります。詳しくはお問い

合わせください

●問い合わせ先／健康推進課母子保

健係（緯内線1258～1261）

献血にご協力を

10月の献血バス「ゆうあい号」の日程

会　場受付時間日程

新潟トヨペット㈱
新発田店

9：00～10：0017○火 

コモタウン内コモ
プラザ

9：30～12：00
23○月 

㈱ウオロク緑店13：30～16：00

カルチャーセンター
10：00～12：15

29○日 
13：30～15：00

※献血は全血献血のみです。

●問い合わせ先／健康推進課母子保

健係（緯内線1259）

●受付時間／午後1時30分～2時15分

●会場／地域交流センターあおり館

●対象／BCG…生後3か月以上6か月未

満の方、麻しん・風しん混合ワクチン…

満1歳以上2歳未満の方（1期）、三種

混合・ポリオ…生後90月（7歳半）までの

方

　※対象者には個人通知をしていますが、

通知が届いていない場合は、お問い合

わせください。

※日本脳炎予防接種は、現在実施を見

合わせています。接種を希望する場合

は、お問い合わせください。

●その他／指定された日に接種ができな

い場合は、下記の日程で変更可能な日

に直接会場へ行き接種を受けてくださ

い。ただし、1歳以上2歳未満で麻しん

または風しんのどちらか一方の予防接

種を受けている場合はお問い合わせく

ださい

　※小学校の予防接種は、乳幼児の日程

とは別に学校単位で行います。

●問い合わせ先／健康推進課母子保健係

（緯内線1260・1261）

麻しん・風しん混合(2期）が始まりました

　平成18年6月から、小学校入学前の年

度に接種をすることになりました。

●対象／小学校就学前年度の年長児

●接種期間／平成19年3月31日まで。

期間を過ぎてから接種する場合は有料

です

●接種方法／医療機関での個別接種とな

ります。なお、1歳児対象の「麻しん・

風しん混合（1期）」の集団接種日に接

種を受けることはできません

●その他／対象者には詳しい説明と個別

接種券（無料券）を送付します。なお、麻

しんまたは風しんのどちらか一方に感

染したことがある場合は、感染していな

いもう一方の予防接種を単独で受ける

ことになります。詳しくは健康推進課

母子保健係へお問い合わせください

乳幼児予防接種日程
10・11月乳幼児予防接種日程

11月10月接種名

10○金 6○金 ＢＣＧ

7○火 10○火 
麻しん・
風しん混合

8○水 、14○火 、
20○月 、28○火 

5○木 、19○木 、
24○火 

三種混合

13○月 11○水 ポリオ

予防接種の実施可能な医療機関（五十音順）
住所電話番号医療機関名住所電話番号医療機関名住所電話番号医療機関名

虎丸25-3535二王子温泉病院中央町522-4555佐々木医院五十公野21-2251阿部医院
豊町424-8081羽田内科医院中央町122-3695渋谷医院金谷22-4009有田病院
稲荷岡41-2138花野内科医院本町326-1231島津内科医院東新町121-3141安斎クリニック
中央町322-2964馬場医院大手町322-3075小児科桑島医院諏訪町123-2123駅前医院
豊町426-8123原消化器内科医院藤塚浜41-2048須貝医院住吉町424-5515片桐医院
大手町524-5555樋口医院豊町226-8881すどう小児クリニック御幸町122-2137桂医院
佐々木27-8302布施医院新富町120-3210高橋クリニック諏訪町122-4532川井内科医院
緑町226-1010北越病院中央町422-2612竹内病院御幸町426-8100木戸医院
上今泉22-2873本間医院諏訪町322-3917田中医院西園町122-2827久代医院
住吉町126-1245牧野内科医院中央町322-3901富樫医院大栄町221-1800熊倉医院
新栄町123-7111三浦内科医院諏訪町122-1155富田産科婦人科医院新富町224-8111けんちゃんクリニック
三日市23-7788三日市内科クリニック荒町21-0066豊浦病院大手町422-3121県立新発田病院
緑町226-7177緑町内科・消化器科やまだクリニック押廻22-4218中川診療所真野原外41-2015国保紫雲寺診療所
大栄町322-3912若桑医院大手町222-4658中川内科医院本田32-2558小島医院
富塚町122-5700若桑クリニック舟入町226-8186中野こども医院豊町224-1336斎藤医院
大手町122-3070渡辺医院大手町422-2182西小児科医院下小中山33-2427笹川医院

市 庁 舎　志22-3101　思22-3110　　紫雲寺庁舎　志41-3111　思41-3452
豊浦庁舎　志22-3715　思22-4256　　加治川庁舎　志33-3101　思33-3930

高齢者などのインフルエンザ予防接種
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これってアルコール依存!?

　お酒が好きなＡ部長が、妻ともめて

います。

妻：今日は言わせていただきます。あ

なたはお酒を飲むべきではないわ。

Ａ：そんな。帰りに転んで少しけがを

しただけじゃないか…たぶん。

妻：そのときのこと覚えてないでしょ。

部下のＣさんに介抱されてきたのよ。

Ａ：そりゃ…Ｃには悪かったな。

妻：検診の結果だって無視しちゃって。

Ａ：あれはおおげさなんだよ。この通

り体はピンピンしているし。

妻：本当はお医者さんにお酒を止めら

れるのが嫌なだけなんでしょ。

アルコール依存症の簡易テスト

　次の①～④のうち、2つ以上に該当

すると、アルコール依存症の疑いがあ

ります。

①今までに酒を減らした方がいいと感

じたことがある

②家族や友人、医師などから酒につい

て言われ、嫌な気分になったことが

ある

③飲酒に罪悪感を感じたことがある

④朝酒、迎え酒をしたことがある

　＜続く＞

◆問い合わせ先　国保紫雲寺診療所

（緯41-2015）

ＤＤｒｒ..平平塚塚のの
もっとおしえもっとおしえてて

からだのこからだのことと その17

　新発田市ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp
　携帯電話ホームページ　http://www.city.shibata.niigata.jp/ｍ

健

　骨粗しょう症になると、腰痛や 脊 
せき

 椎 の変形・骨折の原因となります。
つい

そのため、骨密度を定期的に測って

自分の骨量を知り、骨粗しょう症を

予防することが大切です。

　骨粗しょう症の健診は、5年程度

の間隔で受けるのが理想的だといわ

れています。この機会に骨密度を測

定し、生活習慣を見直してみません

か。

●とき／10月18日（水）・20日（金）

の2日間、いずれも午後

●ところ／下越総合健康開発セン

ター（本町４）

●対象／今年度中に40・45・50・

55・60・65・70歳になる女性。た

だし、市の人間ドック受診者は除

きます

●定員／80人（先着）

●料金／1512円。ただし、70歳の

方、身体障害者手帳1・2級所持者、

65歳以上で身体障害者手帳3・4級

所持者、療育手帳A所持者、精神

障害者保健福祉手帳1・2級所持者、

生活保護受給者は無料です

●締め切り／9月29日（金）

●申し込み・問い合わ

せ先／健康推進課成

人保健係（☎内線

1262～1264）

骨粗しょう症予防健診を受けましょう

◆

◆

◆

◆

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

毎日、両手いっぱいの野菜を!!⑰　～香味野菜～

　しょうが、にんにく、みょうがや大

葉などの香味野菜を加えると、料理

に風味と香りが加わり、味に広がりが

出ます。消化を助けてくれたり、疲労

回復の効果もあるので、夏の疲れが

出てくるこの時期、なすやピーマン

などの野菜やごはんなどと香味野菜

を合わせてみましょう。

 我我我我我我我我我我がががががががががが家家家家家家家家家家我が家ののののののののののの朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝ごごごごごごごごごごはははははははははは朝ごはんんんんんんんんんんん №39

ある日の朝食メニュー
・ごはん（しらす、大葉、雑穀を混
ぜたもの）
・みそ汁（卵、豆腐、ジャガイモ、
わかめ）
・さばの塩焼き
・なすとピーマンとみょうがのみそ
いため
・牛乳

～なすとピーマンとみょうがのみそ

いため～（4人分）

①なす4本、ピーマン4つ、みょ

うが7本を食べやすい大きさに

縦に切る

②フライパンでサラダ油を熱し、

おろしにんにく1かけ分を入れ、

豚ひき肉100gをいためる

③②に①を入れていため、全体に

火がまわったら酒大さじ1、砂

糖大さじ1/2、

みそ大さじ1を

加え、味がなじ

むまでいためる

　我が家は夫と2人暮らしです。夫は朝食前にウォー

キングを日課としていることもあり、朝ごはんをた

くさん食べます。わたしは牛乳が飲めないのですが、

カルシウム補給のため、毎日自家製ヨーグルトを食

べるようにしています。2人とも肉より魚が好きなの

で青魚をよく食べ、和食が中心の食事です。また、食

欲が出るように、しそ、みょうがやにんにくなどの香

味野菜をたっぷりと料理に使っています。
三田八重子さん

（山崎）

～Dr.平塚のちょっと解説～

　アルコールには依存性があり、不

適当な飲み方を続けると、飲酒をコ

ントロールできなくなる「アルコー

ル依存症」になることがあります。

依存症というと、仕事もせず飲み続

けているという印象がありますが、

初期の段階では飲酒に関する問題を

隠しながら社会生活を続けている人

も多いのです。

　本人と家族の幸せのために、早期

の発見と治療が望ましい病気です。
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●問い合わせ先／健康推進課母子保健係（緯内線1260・1261）
※年間予定についてはお問い合わせになるか市のホームページをご覧ください。

10・11月の母子健診などの日程と対象など

会場11月の開催日と対象者10月の開催日と対象者受付時間事業名

い
き
い
き
館
（
大
手
町
１
）

平成19年4月出産予定の妊婦30日○木 平成19年3月出産予定の妊婦26日○木 
13：20～
13：30

母親学級
（妊娠5か月）

平成19年1月、2月出産予定の夫婦

（申し込みが必要）
30日○木 ――

18：15～
18：30

両親学級
（妊娠7～8か月）

平成18年6月生まれの乳児と保育者30日○木 平成18年5月生まれの乳児と保育者26日○木 
13：50～
14：00

赤ちゃん交流会
（4か月児）

乳幼児の保育者で相談のある方
（身体測定も行います）

30日○木 
乳幼児の保育者で相談のある方
（身体測定も行います）

26日○木 
9：30～
11：00

育児相談

保
健
セ
ン
タ
ー
（
本
町
４
）

平成18年7月1日～15日生まれ7日○火 平成18年6月1日～15日生まれ3日○火 13：20～
14：10

乳児健診
（3か月児） 平成18年7月16日～31日生まれ21日○火 平成18年6月16日～30日生まれ17日○火 

平成18年5月生まれの乳児と保育者9日○木 平成18年4月生まれの乳児と保育者12日○木 
13：20～
13：30

すくすく教室
（5か月児）

平成17年12月1日～15日生まれ8日○水 平成17年11月1日～15日生まれ11日○水 13：30～
14：20

親子歯科健診
（フッ素塗布含む） 平成17年12月16日～31日生まれ22日○水 平成17年11月16日～30日生まれ25日○水 

平成17年4月1日～15日生まれ2日○木 平成17年3月1日～15日生まれ6日○金 13：20～
14：10

1歳6か月児健診
（フッ素塗布含む） 平成17年4月16日～30日生まれ17日○金 平成17年3月16日～31日生まれ20日○金 

平成16年10月1日～15日生まれ1日○水 平成16年9月1日～15日生まれ4日○水 

13：30～
14：20

2歳児歯科健診
（フッ素塗布含む） 平成16年10月16日～31日生まれ15日○水 平成16年9月16日～30日生まれ18日○水 

平成16年4月1日～15日生まれ10日○金 平成16年3月1日～15日生まれ10日○火 2歳6か月児歯科健診
（フッ素塗布含む） 平成16年4月16日～30日生まれ24日○金 平成16年3月16日～31日生まれ27日○金 

平成15年10月1日～15日生まれ14日○火 平成15年9月1日～15日生まれ13日○金 13：20～
14：10

3歳児健診
（フッ素塗布含む） 平成15年10月16日～31日生まれ28日○火 平成15年9月16日～30日生まれ24日○火 

母子健診など

「健康教室」や「健康相談会」を活用しましょう

　市では、いつでも、だれでも、思いついた

ときから参加できる健康教室や健康相談会を

開催しています。事前に電話で申し込みをす

るだけで、都合のいい日から通いやすい会場

で参加することができます。生活習慣を見直

すきっかけづくりとして活用しませんか。

●とき・ところなど／下表のとおり

●受付時間／いずれも午前9時～9時15分

●対象／どなたでも参加できます

●料金／無料

●申し込み・問い合わせ先／健康推進課地域

保健係（緯内線1254～1257）

「健康教室」とき・ところなど

ところ
開催日

②①

市保健センター
11/13○月 10/23○月 

12/4○月 10/30○月 

地域交流センター
11/15○水 10/31○火 

11/28○火 11/1○水 

市保健センター12/13○水 11/8○水 

中井保健センター11/30○木 11/14○火 

地域交流センター
12/6○水 11/20○月 

12/8○金 11/22○水 

住吉コミュニティセンター
12/12○火 11/29○水 

12/14○木 12/1○金 

猿橋コミュニティセンター
12/19○火 12/5○火 

12/21○木 12/7○木 

市保健センター3/1○木 2/19○月 

●内容／①は食事や運動についての講話を、②

は食事の試食や運動の実践を行います

「健康相談会」とき・ところなど
ところ開催日ところ開催日

地域交流センター2/21○水 加治川地区公民館10/19○木 

市保健センター2/22○木 市農業研修センター10/24○火 

中井保健センター2/23○金 菅谷コミュニティセンター10/25○水 

市保健センター2/26○月 佐々木コミュニティセンター10/26○木 

地域交流センター
2/28○水 ふるさと会館10/27○金 

3/2○金 松浦農村環境改善センター11/2○木 

住吉コミュニティセンター
3/6○火 大槻集落開発センター11/6○月 

3/7○水 ■加治川保健センター11/7○火 

猿橋コミュニティセンター
3/8○木 ■健康プラザしうんじ11/21○火 

3/9○金 ■豊浦保健センター11/27○月 

市保健センター3/15○木 市保健センター12/18○月 

地域交流センター2/16○金 

●内容／いずれも個別相談に応じます。また、健康体操も実施します

●その他／相談会はおおむね正午で終了しますが、■の会場では午前と午後

の2回開催します。なお、午後の部の受付時間は午後1時30分～1時45

分で、終了時間はおおむね午後4時です
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土金木水火月日

7654321
●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（10：30

／図書館）

●絵本の読み聞かせ

（10：30／図書館加

治川分館）

●第10回凡書作展（9

日まで／市民ギャ

ラリー）

●心配ごと相談●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（15：

30／図書館）

●心配ごと相談

●行政相談（9：00

／加治川総合福祉

センターさくら

苑）

●心配ごと相談●蕗谷虹児物語（9日

まで／市内各地）

●食と職のおまつり

（地域交流センター）

●下水道フェア、青少

年文化交流発表会＆

広域環境フェア（カ

ルチャーセンター）

141311221110998
●新発田女性会議設

立10周年記念式

典・講演会・交流

会（13：00／地域

交流センター）

●指人形とおはなし

（14：00／図書館）

●粘土ギャラリー池

田ヒサエ教室展

（15日まで／市民

ギャラリー）

●心配ごと相談

●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（15：

30／図書館）

●行政相談（9：.00

／市庁舎）

●シルバー人材セン

ター入会説明会

●心配ごと相談

●行政相談（9：30

／豊浦庁舎）

●第9回全国「花嫁人

形」合唱コンクー

ル・第3回合唱フェ

スティバル（10：00

／市民文化会館）

●市民茶会（清水園ほか）

●絵本の読み聞かせ

（14：00／図書館）

2120119918171615
●日本写真会第79回

展（22日まで／市

民ギャラリー）

●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（14：00

／図書館）

●絵本の読み聞かせ

（10：30／図書館加

治川分館）

●第36回新発田市

美術展覧会（市展）

（24日まで／カル

チャーセンター）

●ちいさいひとたち

のためのおはなし

会（10：30／図書館）

●心配ごと相談

●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（15：

30／図書館）

●心配ごと相談

●行政相談（13：00

／紫雲寺庁舎）

●心配ごと相談●秋を彩るバレエ及

び日舞・ダンス＆ダ

ンス（13：00／市民

文化会館）

2827262524223322
●趣味の展示会（秋季

展）（29日まで／生

涯学習センター）

●花だより押し花

アート展（11月2

日まで／市民ギャ

ラリー）

●心配ごと相談

●人権相談●紙しばいや絵本の

読み聞かせ（15：

30／図書館）

●シルバー人材セン

ター入会説明会

●心配ごと相談

●こころの健康相談

会

●詩吟・吟舞・剣舞の

つどい（13：00／市

民文化会館）

313029
●心配ごと相談●下越カラオケ連合

会チャリティー発

表会（12：00／市民

文化会館）
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1100月月

2○月 、16○月 （☎26-1173）新発田温泉あやめの湯

19○木 （☎41-1126）紫雲の郷

2○月 、16○月 、23○月 、30○月 （☎32-1110）ほうづきの里

4○水 、11○水 、18○水 、25○水 （☎23-9775）虹の里交流館

2○月 、9○祝 、10○火 、16○月 、23○月 、30○月 （☎内線1651）市立図書館

2○月 、10○火 、16○月 、23○月 、30○月 （☎26-7191）生涯学習センター

2○月 、9○祝 、15○日 、16○月 、23○月 、30○月 （☎26-0897）児童センター

8月の市内の交通事故
件数　57件（367件、－10）

死者　2人（6人、＋4）

傷者　68人（480人、＋9）
（  ）内は1月からの計と前年同月時の

累計比

　10月の各種相談や、市民文化会館大ホールなどの催

しをお知らせします。なお、スペースの都合により掲

載していないものもありますのでご了承ください。

主な施設の休館日

■各種相談・説明会の会場・時間

○心配ごと相談／市庁舎1階市民相談室（9：00～15：00）

○人権相談／市庁舎1階市民相談室（13：00～16：00）

○こころの健康相談会／県新発田地域振興局（14：00～16：

00、要予約。☎26-9133）

○シルバー人材センター入会説明会／10：00～。会場に

ついて詳しくはお問い合わせください（☎22-1010）

■催し物などの問い合わせ先

市民文化会館☎26-1576

カルチャーセンター☎23-3050

人口105,760人（－60）

　男51,335人（－41）

　女54,425人（－19）

　出生55人   死亡76人

　転入202人 転出241人

世帯数 33,670世帯（－3）

8月の市民の動き（8月末日現在）（  ）内は前月比
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